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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

　５月１１日、なかよし広場が豊岡市民プラザのほっとステージで

開催されました。この催しは、子育て中の保護者を応援するため、

子どもたちの遊び場と保護者間の交流の場を提供しようと、毎月

１回定期的に実施しています。当日は、親子約８０組が会場に集ま

り、歌をうたったり、おもちゃで遊んだりして情報交換をしなが

ら交流を楽しみました。子育て総合センターおよび各子育てセン

ターでは、この他にもさまざまな活動を展開していますので、皆

さんもぜひ参加ください。（関連情報３１ページに掲載）

みんなでわいわい　元気な笑顔がいっぱい
なかよし広場
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▲湿地整備イメージ図

　市では、城崎町戸島地区の元水田などをコウノトリが舞い降りることのできる湿地として整
備する『（仮称）「ハチゴロウの戸島湿地」整備基本構想・計画』を策定しました。
　この構想・計画は、今年２月に死亡した野生コウノトリ「ハチゴロウ」がエサ場として頻繁
に利用していた水田を、地元の方の協力を得ながら市が買い取って整備し、将来にわたってコ
ウノトリが舞い降りることのできる湿地として保全していくものです。
　基本構想・計画書は、市のホームページのほか、コウノトリ文化館、市立図書館でご覧いた
だけます。

《問合せ》コウノトリ共生課コウノトリ共生係

楽々浦地区 

城崎大橋（円山川） 

戸島地区 

楽々浦 

▲（仮称）ハチゴロウの戸島湿地
のハチゴロウとミズアオイ

　（平成１７年９月撮影）

（仮称）ハチゴロウの戸島湿地とは？

　円山川の河口から約３．５キロメートル地点に位置し、周辺は海・湾・

山・川・田が隣接してまとまっている自然豊かな湿地です。この特徴

的な自然は、汽水域の魚や湿地性の植物などの貴重な生息・生育場所

となっています。

　その湿地で平成１７年初夏から１羽の野生コウノトリ「ハチゴロウ」

（平成１４年８月５日豊岡へ飛来）が、毎日のように舞い降りて採餌して

いました。多くの人々に愛された「ハチゴロウ」は、コウノトリとと

もに暮らす具体的なイメージや希望を私たちに与えてくれる存在でし

た。その功績を未来に伝えるため、また今後も勇気を持ってコウノト

リとともに生きるまちづくりを進めていくために、湿地の名称に「ハ

チゴロウ」を付けることとしました。
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　「コウノトリのエサ場となる湿地」の基本的な維持管理に関する知識・技術を
学ぶ勉強会を開催します。勉強会は、全６回で講義と市内の湿地での実地研修
により、湿地管理の手法を学びます。ビオトープ水田等湿地づくりに取り組ん
でいる方や今後取組みを計画されている方などは、ぜひ、参加ください。
◇対　象　者　コウノトリのエサ場としての湿地維持管理について関心のある方
◇募集人員　２０人（先着順）
◇受　講　料　無料
◇開催期間　６月～１２月（合計６回）

※〈メインアドバイザー〉県立人と自然の博物館　主任研究員　三橋弘宗さん
◇持　ち　物　長靴・軍手など
◇申込方法　受講申込書に必要事項を記入の上、コウノトリ共生課に持参または郵送、ファックス、

メールで申し込みください。なお、申込書は、市のホームページからダウンロードできる
ほか、コウノトリ共生課、コウノトリ文化館で配布しています。

◇申込期間　５月３０日（水）～６月８日（金）
《申込み・問合せ》
　コウノトリ共生課　ＦＡＸ ２４－８１０１　メールアドレス　ｋｏｕｎｏｔｏｒｉｋｙｏｕｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

湿地管理に関する勉強会　受講生募集

内　　　　　　容場　　　所開　　催　　日回

〈講義と現場観察〉
コウノトリが舞い降りる湿地とは？ほか

楽々むら　八角堂
（城崎町楽々浦）

６月１７日（日）１３：００～１６：００１

〈湿地視察研修〉
三方五湖と中池見湿地の取組み

福井県７月６日（月・祝）８：００～２０：００２

〈管理技術の実地研修〉
植生と水の管理手法について　その１

楽々むら　八角堂
８月１９日（日）１３：００～１６：００３

〈管理技術の実地研修〉
湿地へ魚を呼び込む手法について

９月３０日（日）１３：００～１６：００４

〈管理技術の実地研修〉
植生と水の管理手法について　その２

市　内
１０月２８日（日）１３：００～１６：００５

〈ワークショップ〉
コウノトリ舞い降りる湿地へ…

１２月２日（日）１３：００～１６：００６

〈（仮称）「ハチゴロウの戸島湿地」整備基本構想の概要〉
■湿地の整備方針
①コウノトリが舞い降りることのできる湿地にする。

・汽水域（海水の混じった水域）をつくり、

楽々浦湾と水路でつないで円山川から魚を遡

上させるようにする。

・水深は約１５センチメートルとし、コウノトリ

が餌を採りやすいようにする。

②周辺農地との共存を図る。

　・農業用水としても利用できる淡水域をつくる。

③観光や環境学習に活用できるように整備する。

・コウノトリや生物を観察できる施設を作る。

■整備スケジュールは？

■湿地の維持管理方法
　持続的・自立的な湿地の維持管理を目指し、

ＮＰＯ等の団体が全国からの寄付によって運営

していくことを目指します。整備工事と併行し

て開催する湿地の維持管理に関する勉強会で具

体的な方法を考えます。

■いろいろな湿地との連携
　もう一度コウノトリが野生で暮らせる自然を

取り戻すには、できるところから「水辺」を造

成（小さな食物連鎖ピラミッドの再生）し、それ

らをネットワーク化（大きな食物連鎖の復活）

していくことが必要です。

　（仮称）ハチゴロウの戸島湿地では、市内のさ

まざまな湿地と連携しながらコウノトリが豊岡

に定着できるよう取り組んでいきます。

〈平成１９年度〉
・実施設計
・整備工事

〈平成２０年度〉
・整備工事
・開園　　

→
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　コウノトリ野生復帰の取組みは、コウノトリの自然放鳥を
機に全国的な関心が一層高まり、コウノトリの郷公園への来
園者数も急増しています。
　そこで、昨年に引き続き、来訪される方々にとって豊岡が
「また訪れたいまち」となるよう、架け橋となっていただけ
る方を養成する「ガイド養成基礎講座」を開講します。
　この基礎講座には、コウノトリをはじめとする地域のさま
ざまな資源について学び、来訪される方々と接していただけ
る意欲のある方を募集します。

◇対　象　者　①市内に在住、または勤務する方
　　　　　　②講座終了後、ボランティアガイドとして活動

していく意欲のある方
◇募集人員　２０人（先着順）
◇受　講　料　年間受講料　２，０００円（講座８回）
　　　　　　※受講料は初回受講時に支払いください。
　　　　　　なお、受講料の返金はいたしません。
◇開催期間　６月～１１月（合計８回）

◇開催場所　コウノトリ文化館ほか
◇申込方法　受講申込書に必要事項を記入の上、コウノトリ共生課に持参

または郵送、ファックス、メールで申し込みください。なお、
申込書は、市のホームページからダウンロードできるほか、
コウノトリ共生課、コウノトリ文化館で配布しています。

◇そ　の　他　基礎講座終了後、受講回数が７回以上の方に対して、「コウ
ノトリツーリズムガイド修了証」を発行します。

◇申込期間　５月３０日（水）～６月１５日（金）
《申込み・問合せ》
　コウノトリ共生課　FAX ２４－８１０１　メールアドレス　ｋｏｕｎｏｔｏｒｉｋｙｏｕｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

平成１９年度

コウノトリツーリズムガイド
養成基礎講座の受講生募集

▲昨年の講義の様子

▲昨年のガイドの実技講習の様子

カリキュラム

内　　　　　　　　　　　容開　催　日回

〈講義〉コウノトリと共に生きる～豊岡の挑戦６月２６日（火）１

〈講義・実習〉豊岡の農業７月８日（日）２

〈講義・野外実習〉豊岡の自然と自然のしくみをみる７月２９日（日）３

〈講義〉コウノトリの歴史と文化８月下旬４

〈講義・ワークショップ〉豊岡の文化・歴史９月上旬５

〈指導実習〉湿地管理作業とその手法９月下旬６

〈講義・実習〉ガイドについて・観察会の実施１０月下旬７

〈個別野外実習〉テーマ探しとプログラム作成
　（テーマを探し、実施するプログラムの企画・作成を行う）

１１月上旬８

※内容は、講座の進捗状況により、変更することがあります。
※講座時間は、原則として火曜日の午後７時３０分から９時３０分まで（野外での実習を含む場合は、日曜日の午後
１時３０分～４時まで）
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第１１回（２００６）「植村直己冒険賞」授賞式・記念講演会

　今年２月１６日に発表した２００６「植村直己冒険賞」
受賞者の小松由佳さん（２４歳、東京都在住）の授賞式
を開催します。
　授賞式に引き続き、小松由佳さんにＫ２登山の思
い出などの講演をいただきます。「みんなに押し上
げられた」、「自分自身に挑戦しても山そのものに
挑戦してはいけない」と話されているように小松由
佳さんの謙虚な姿は私たちに夢と勇気を与えてくれ
るものです。
　皆さん、ぜひ、誘い合わせてお越しください。
《問合せ》植村直己冒険館　�４４－１５１５

◇日　時　6月2日（土） 午後１時３０分開会
◇場　所　日高文化体育館

◇内　容・オープニング（府中小学校児童演奏）
　　　　・植村直己冒険賞の授与
　　　　・記念講演会
　　　　　｢自分らしく生きる方法 ｣～私の挑戦～
◇入場料　無料

小松由佳さんプロフィール

　１９８２年、秋田県生
まれ。元東海大学山
岳部主将。山岳同人
チーム８４所属。「私
から山を奪ったら
空っぽ」と、スポー
ツ店に勤務しながら
山に挑んでいる。

《主な冒険経歴》
◇２００２年●雪岳山〈韓国〉
◇２００４年●雪岳山〈韓国〉アイスクライミング
　　　　●カラコンロン山群主峰ドルクン・ム
　　　　　スターグ（６３５５ｍ）登頂〈パミール〉
◇２００５年●チョモランマ〈チベット〉６５００ｍ地点ま

で登り断念
◇２００６年●Ｋ２（８６１１ｍ）登頂〈中国・パキスタン〉

【椎名　誠さん（選考委員）が来市】

　今回の授賞式には、選
考委員を代表して、椎名
誠さん（作家）にお越しい
ただき、小松由佳さんが
選考された経過等をお話
いただきます。椎名さん
は、植村直己さんについ
て「世界に誇る最後の日
本人」と評し、本賞設
立当初から選考をお願いしています。
《椎名　誠さんの経歴》
　著作は私小説をはじめ、ＳＦ作品、エッセイ、
ルポ、写真集、絵本作品、対談集と多岐にわたる。
代表作には『犬の系譜』（吉川英治文学新人賞）、
『アド・バード』（日本ＳＦ大賞）、『草の海・モ
ンゴル奥地への旅』などがある。

【府中小学校の取組み】

　授賞式のオープニングは、植村直己さんの出身
校の府中小学校児童の皆さんに飾っていただきま
す。同校では、年間を通して植村直己を学習テー
マとして取り入れ、その一環として授賞式のス
テージに登場していただいています。
　今年は、｢君をのせて ｣を演奏し、小松由佳さ
んを出迎えます。
　子どもたちは、植村直己の人となりを学び、現
代の冒険者と交流することで、植村直己の精神を
感じろうとしています。

▲昨年の発表の様子

▲写真提供　椎名誠事務所

世界第2の高峰K2（８６１１m）に日本人女性初登頂

受賞者　小松由佳さんが来市
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と
い
っ
た
諸
控
除

を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
で

す
。
こ
の
「
課
税
所
得
」
に
税

率
を
か
け
た
も
の
が
「
税
額
」

と
な
り
ま
す
。

　

市
県
民
税
の　

％
化
に
伴
い
、

１０

国
税（
所
得
税
）の
税
率
構
造
も
見

直
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
は
、
平
成

　

年
分（
平
成　

年
中
に
給
与
・

１９

１９

年
金
か
ら
源
泉
さ
れ
る
分
や
、
平

成　

年
２
月　

日
〜
３
月　

日
の

２０

１８

１７

確
定
申
告
分
）
か
ら
、
最
低
税
率

が　

％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
、

１０
最
高
税
率
が　

％
か
ら　

％
に
引

３７

４０

き
上
げ
と
な
り
ま
す（
表
１
参
照
）。

国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲

市
県
民
税
の
税
率
が

　
　

％
に
統
一
さ
れ
ま
す

１０

市
県
民
税
が
増
え
て
も
、所

得
税
が
減
る
た
め
、納
税
者

の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

平
成　

年
度
の
市
県
民
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
４
月

１９

　

日
発
行
の
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

１０市
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

市役所  

（グラフ１）

（表１）平成１８年度まで

平成１９年度から

負担率所　　得　　税市県民税所得割

税率税率課税所得税率課税所得

１５％
１０％３３０万円以下

５％２００万円以下

２０％
１０％

２００万円超
７００万円以下 ３０％

２０％３３０万円超９００万円以下
３３％

１３％７００万円超 ４３％３０％９００万円超１，８００万円以下

５０％３７％１，８００万円超

負担率所得税市県民税所得割
課税所得

税率税率税率

１５％５％

一律
１０％

１９５万円以下

２０％１０％１９５万円超３３０万円以下

３０％２０％３３０万円超６９５万円以下

３３％２３％６９５万円超９００万円以下

４３％３３％９００万円超１，８００万円以下

５０％４０％１，８００万円超

5％ 
10％ 

13％ 

▲0円 ▲200万円 ▲700万円 
（課税所得） 

10％ 

▲0円 ▲200万円 ▲700万円 
（課税所得） 

平成18年度まで 

平成19年度から 
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市
県
民
税
と
所
得
税
で
は
、
市

県
民
税
の
方
が
基
礎
控
除
や
扶
養

控
除
等
の
人
的
控
除
額
が
低
く
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ

収
入
金
額
で
も
、
課
税
所
得
金
額

は
市
県
民
税
の
方
が
所
得
税
よ
り

も
多
く
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
市
県
民
税
の
税

率
を
５
％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ

１０

た
場
合
、
所
得
税
の
税
率
を　

％
１０

か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
た
だ
け
で

は
、
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
人
的
控
除

の
適
用
状
況
に
応
じ
て
、
市
県
民

税
の
所
得
割
額
か
ら
一
定
の
額
を

控
除
す
る
調
整
控
除（
表
２
参
照
）

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※
人
的
控
除
と
は
、
所
得
控
除
の

う
ち
、
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
、

配
偶
者
控
除
、障
害
者
控
除
、寡

婦
・
寡
夫
控
除
、勤
労
学
生
控
除

な
ど
、
人
の
基
本
的
生
計
費
に

着
目
し
た
控
除
を
い
い
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
定
率
減
税
が
平
成

　

年
度
か
ら
廃
止
（
表
３
参
照
）

１９さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
は
、

平
成　

年
分
ま
で
は
所
得
税
額
の

１７

　

％
相
当
額
（
限
度
額　

万
円
）

２０

２５

が
減
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
分
は　

％
相
当
額
（
限
度

１８

１０

額　

万
５
千
円
）
と
な
り
、
平
成

１２

　

年
分
か
ら
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

１９※
税
源
移
譲
が
さ
れ
て
も
「
市
県

民
税
」＋「
所
得
税
」
の
納
税
者

の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

平
成　

年
度
市
県
民
税
で
最
大

１９

２
万
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
年
齢　

１７

６５

歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
対
し

て
非
課
税
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。
平
成　

年
度
以
降
は
廃
止
さ

１８

れ
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１
月
１

１７

日
現
在
で　

歳
以
上
（
昭
和　

年

６５

１５

１
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
経
過
措

置（
表
４
参
照
）が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
県
民
税
均
等
割
に
は
県
民
緑
税

８
０
０
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
額
が

減
少
す
る
結
果
、
今
ま
で
所
得
税

で
控
除
で
き
て
い
た
金
額
が
控
除

し
き
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
既
存
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

適
用
者
（
平
成　

年
か
ら
平
成　

１１

１８

年
ま
で
の
居
住
者
）
の
税
負
担
の

変
動
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
対
象
と
な
る
方
か
ら
の
申
告

に
基
づ
き
、
市
県
民
税
の
所
得
割

の
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

　

地
震
へ
の
備
え
に
対
す
る
自
助

努
力
を
支
援
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

さ
れ
、
地
震
保
険
料
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
（
上
限
２
万
５
千

円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成　

年
末
ま
で
に
契
約
し
た
長

１８

期
損
害
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
の

適
用
が
あ
り

ま
す
（
両
方

の
控
除
を
受

け
る
場
合
の

上
限
は
２
万

５
千
円
）。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

調
整
控
除
が
創
設
さ
れ
ま

す
（
人
的
控
除
額
の
差
に
よ

る
負
担
増
の
減
額
措
置
）

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用

　
（
平
成　

年
度
〜

２０
平
成　

年
度
適
用
）

２８

　

歳
以
上
の
方
の
非
課
税
措

６５置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

（
平
成　

年
度
か
ら
適
用
）

２０

（表２）調整控除

控　　除　　額
課税所得
金額

　次の①と②のいずれか少ない金額の
５％（市民税３％・県民税２％）
①市県民税と所得税の人的控除額（基礎
控除含む）の差の合計額
②課税所得金額

２００万円
以下

　次の①から②を控除した金額（５万円
を下回る場合は５万円）の５％（市民税
３％・県民税２％）
①市県民税と所得税の人的控除額（基礎
　控除含む）の差の合計額
②課税所得金額から２００万円を控除した
金額

２００万円
超

６５歳以上の方の非課税措置の
　廃止に伴う経過措置（表４）

均等割

所得割年　度
県民税市民税

非課税非課税非課税平成１７年度

１，１００円１，０００円
３分の１を
課　税

平成１８年度

１，４００円２，０００円
３分の２を
課　税

平成１９年度

１，８００円３，０００円
軽減措置なし
全額課税

平成２０年度

市県民税所得割の定率減税の経過（表３）

　定率控除前の所得割額の１５％相当
額を控除（限度額４万円）

平成１７年度
まで

　定率控除前の所得割額の７．５％相
当額を控除（限度額２万円）

平成１８年度

廃止平成１９年度
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■公売方法

　インターネットを利用したせり売り

■参加申込期間

　６月１日（金）午後１時から

　６月１４日（木）午後５時まで

■せり売り期間

　６月１９日（火）午後１時から

　６月２１日（木）午後２時まで

■代金納付期限

　６月２８日（木）午後３時まで

■公売物件

　自動車・陶磁器・重箱・絵画など３５点

■参加申込方法

　インターネットからの参加となります。

　（６月１日公開予定）

　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

■参加資格

　一部の例外を除き、２０歳以上の方であればどなた

でも参加できますが、公売保証金の納付が必要です。

■下見会

　公売物件を実際に見ることができる下見会を開催

します。落札した物件は、返品することができませ

んので、事前によく見て参加してください。（参加

申込みなどは不要）

※自動車（１トントラック・小型乗用車）について

は、下見会に出展しませんので、事前に確認を希

望の方は、税務課収税係に問い合わせください。

■その他

　次のサイトでも公売に関する情報を提供していま

す。

・市ホームページ

　http://www.city.toyooka.lg.jp/koubai/top.htm

・ヤフー株式会社の公売システム

　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

《問合せ》

　税務課収税係（公売担当）　�２３－１１１８

　法律の規定に基づき、

公共機関によって強制

的に行われる売買です。

　市税が納期限までに

納付されず、市が督促

状を発した日から１０日

を経過した場合などに、その滞納に対する処分と

して滞納者の財産を差し押えすることとなります。

　差し押さえた財産は、換価処分（差し押さえた

財産を売却して現金にすること）によって、滞納

市税に充当します。

　財産を換価処分するときは、これを公売に付し、

その公売の方法は、入札またはせり売りとされて

います。

豆知識

　日時：６月９日（土）午前１０時～午後４時
　場所：城崎総合支所　２階　大会議室

用語解説：公売とは

インターネット公売のお知らせ
市税などの滞納処分によって差し押さえた財産を次のとおり公売により売却します。

■今回の主な公売物件
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４
月
か
ら
、
国
民
年
金
ま
た
は

厚
生
年
金
保
険
（
船
員
保
険
を
含

む
）
の
被
保
険
者
期
間
を
有
す
る

　

歳
の
方
を
対
象
に
、「
ね
ん
き

３５ん
定
期
便
〜　

歳
に
な
ら
れ
る
方

３５

へ
の
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

〜
」が
、社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▽
送
付
時
期　
　

歳
に
到
達
す
る

３５

誕
生
月
の
前
月
末

▽
通
知
内
容　
　

歳
に
到
達
す
る

３５

誕
生
月
の
前
々
月
時
点
に
お
け

る
年
金
加
入
記
録

※
記
録
等
に
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、下
記
の「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」ま
た
は
社
会
保
険
事
務

局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
、　

歳
到
達
に
よ
る

６５

諸
変
更
裁
定
請
求
書（
ハ
ガ
キ
）の

市
長
の
証
明
が
不
要
に
な
り
ま
し

た
。
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
諸
変
更
裁
定
請
求
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
期
限
ま
で

に
切
手
を
貼
っ
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
年
金
加
入
記
録
を
い
つ
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
年
金

個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
が
利

用
で
き
ま
す
。
申
込
み
の
際
は
、

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の
を
手
元
に
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
提
供
内
容　

こ
れ
ま
で
の
年
金

加
入
履
歴
、
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
状

況
、
厚
生

年
金
・
船

員
保
険
の

標
準
報
酬

月
額
、
標

準
賞
与
額
等
（
※
共
済
組
合
期

間
は
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で

す
）

▽
更
新
時
期　

毎
月
１
回

※
年
金
加
入
記
録
は
大
切
な
個
人

情
報
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
他
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

で
は
使
用
し
な
い
な
ど
、
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
障
害
基
礎
年
金

等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の

方
に
、
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
平

成　

年
に
特
別
障
害
給
付
金
制
度

１７
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▽
支
給
の
対
象
者

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
②
昭
和　

年
３
月
以
前
に
国
民
年

６１

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被

用
者
等
の
配
偶
者

　

た
だ
し
、
当
時
、
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

の
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
方
で
、　

歳
に
達
す
る

６５

日
の
前
日
ま
で
に
当
該
障
害
状
態

に
該
当
さ
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害

厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
給
付
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
請
求
の
手
続
き
と
、
社
会

保
険
事
務
局
で
の
認
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
越
し
の
際
に
は
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
６
月
９
日（
土
）は

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
６
月
４
日（
月
）・　

日（
月
）・

１１

　
　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１８

２５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

　

年
金
に
関
す
る
相
談
に
、「
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

　

分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
相
談
電
話
番
号

▽
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

�
０
５
７
０－

０
５－

 
１  
１  
６  
５ 

イ 

イ 

ロ
ウ 

ゴ

▽
年
金
を
受
給
中
の
方
の
相
談

�
０
５
７
０－

０
７－

 
１  
１  
６  
５ 

イ 

イ 

ロ
ウ 

ゴ

《
問
合
せ
》

▽
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

歳
に
な
る
方
へ

３５年
金
加
入
記
録
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

歳
未
満
で

６５公
的
年
金
を
受
給
の
方
へ

「
年
金
個
人
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
」
が
便
利
！

特
別
障
害
給
付
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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シリーズ『みんなの力で命と暮らしを守る 
　　　　　　　　　　　　～防災計画が目指すもの』⑦ 

　前回は、国が洪水時に発表する防災用語が分かりやすく改善されたため、その
用語についての説明を行いましたが、今回は、洪水被害を最小限にとどめること
を目的に、国、県、市が本市で先行的に実施している「まるごとまちごとハザー
ドマップ」事業などの取組みについて紹介します。  《問合せ》防災安全課防災係 

まるごとまちごとハザードマップってなに？ 

　

平
成　

年
７
月
に
国
土
交
通
省

１８

か
ら
「
市
街
地
に
浸
水
深
等
を
標

示
し
ま
す
〜
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
推
進
〜
」
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
近
畿
地
方
で

も
、
平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に

１９

実
施
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
が
、

豊
岡
市
内
で
は
、
す
で
に
平
成　
１８

年
９
月
か
ら
近
畿
地
方
で
は
初
め

て
の
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
事
業
が
先
行
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
浸
水
深
や
避
難
所

等
洪
水
に
関
す
る
情
報
を
、
洪
水

関
連
標
識
と
し
て
生
活
空
間
で
あ

る「
ま
ち
な
か
」に
表
示
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
常
時
に
は
洪
水
へ

の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
浸
水

深
・
避
難
所
等
の
知
識
の
普
及
を

図
り
、
発
災
時
に
は
安
全
で
ス
ム

ー
ズ
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
、
洪

水
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
標
識
（
略
し
て
「
ま
る
ま

ち
標
識
」）
は
、
全
国
共
通
の
統
一

的
な
図
記
号
を
用
い
た
も
の
で
、

「
洪
水
」・「
避
難
所
」・「
堤
防
」の

３
種
類（
左
図
参
照
）が
あ
り
、
そ

れ
を
市
内
各
所
に
設
置
し
、
街
そ

の
も
の
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
化
し

て
い
く
事
業
で
す
が
、
こ
の
事
業

に
は
、
国
土
交
通
省
の
他
に
、
兵

庫
県
と
市
も
協
働
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、
国
土

交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
豊
岡
河

川
国
道
事
務
所
が
中
心
と
な
り
、

円
山
川
下
流
部
で
、
平
成　

年
台

１６

風　

号
の
実
績
浸
水
深
お
よ
び
避

２３
難
所
の
方
向
と
距
離
を
示
し
た

「
ま
る
ま
ち
標
識
」
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
但

馬
県
民
局
で
も
、
県
の
管
理
施
設

を
利
用
し
て
浸
水
位
等
の
「
ま
る

ま
ち
標
識
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
災
害
時
避
難
所
標
示
板

　

市
で
も
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
取
組
み
に

連
携
し
た
形
で
、
各
避
難
所
施
設

に
「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」
を

２
年
間
（　

年
度
・　

年
度
）
で

１８

１９

設
置
し
て
い
き
ま
す
。
す
で
に　
１８

年
度
に
は
、
豊
岡
・
城
崎
地
域
１

０
０
カ
所
の
設
置
が
完
了
し
、
引

き
続
き
、　

年
度
も
他
の
地
域
１

１９

４
２
カ
所
に
順
次
設
置
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
量
水
標
の
設
置

　

現
在
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
に

よ
り
、
立
野
大
橋
付
近
の
堤
防
下

等
に
、
赤
色
や
黄
色
で
区
分
さ
れ

た
カ
ラ
ー
仕
様
の
大
き
な
量
水
標

（
支
柱
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
量
水
標
の
設
置
に
よ
り
、
降

雨
時
の
水
位
状
況
が
現
地
か
ら
誰

で
も
視
覚
的
に
認
識
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
今
後
の
水
害
対
応

に
役
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

〜
ま
ち
な
か
に

　

洪
水
に
か
か
わ
る
情
報
を

　
　
　
　
　
　

標
示
し
ま
す
〜

▲

旧
城
崎
公
民
館
に
設
置
の
「
ま
る
ま

ち
標
識
」

▲「災害時避難所標示板」

4

3

2

1

（赤） 

（赤） 

（黄） 

（白） 

（危険） 

（警戒） 

（注意） 

レベル 水位 
はん濫の発生 

はん濫危険水位 

避難判断水位 

はん濫注意水位 

水防団（消防団） 
待機水位 

［旧名］計画高水位 

［旧名］危険水位 

［旧名］特別警戒水位 

［旧名］警戒水位 

［旧名］通報水位 

▲

立
野
大
橋
の
堤
防
下
付
近
に
設
置
さ

れ
た
量
水
標

避難所（建物）

堤防

洪水 ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
事
業
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リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
ま
ず
減
量 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は

　

地
球
環
境
や
ご
み
問
題
を
語
る

と
き
、
ま
ず
最
初
に
出
て
く
る
の

が
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
改
め
て
考
え
て

み
る
と
、
こ
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
は
、
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
広
辞
苑
に
よ
る

と
「
資
源
の
節
約
や
環
境
汚
染
防

止
な
ど
の
た
め
に
不
用
品
・
廃
棄

物
な
ど
を
再
生
利
用
す
る
こ
と
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

種
類
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
種
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
大
き
く
分
け

て「
マ
テ
リ
ア
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
ケ
ミ
カ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
サ
ー
マ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」
と

３
種
類
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
比

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
「
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
製
品
の
原
料
と
し
て
再
利
用

　

廃
棄
物
を
原
材
料
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
古
新
聞
を
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
加
工
し
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
材
料
と

し
て
衣
類
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
を

製
造
す
る
手
法
で
す
。

●
「
ケ
ミ
カ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
化
学
分
解
し
た
後
、

　
　
　
　
　
　

燃
料
等
に
再
利
用

　

マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

中
で
、
廃
棄
物
を
化
学
分
解
し
て

原
料
や
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
を
特
に
ケ
ミ
カ
ル
・
リ
サ
イ

ク
ル
と
言
っ
て
い
ま
す
。
廃
食
用

油
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
、
畜
産

糞
尿
や
食
品
残
渣
物
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
が
代
表
的
な
例
で
す
。

●
「
サ
ー
マ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
再
利
用

　

廃
棄
物
な
ど
を
焼
却
す
る
と
き

に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
で
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
焼
却
熱
を
温
水
プ
ー
ル
や

ご
み
発
電
に
活
用
す

る
こ
と
な
ど
が
代
表

的
な
例
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は

　
　
　
　

優
先
順
位
の
３
番
目

　

一
般
的
に
ご
み
を
減
ら
そ
う
と

思
え
ば
、
ま
ず
最
初
に
思
い
つ
く

の
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
実
は

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
先
順
位
は
高
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

が
目
指
す
循
環
型
社
会
で
は
、
優

先
順
位
の
１
番
目
は
リ
デ
ュ
ー
ス

（
※
注
１
）、２
番
目

は
リ
ユ
ー
ス（
※
注

２
）、そ
し
て
３
番
目

が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

こ
れ
を
レ
ジ
袋
に
例
え
る
と
、

「
①
レ
ジ
袋
は
受
け
取
ら
な
い
②

や
む
を
得
ず
受
け
取
っ
た
レ
ジ
袋

は
、
何
度
も
繰
り
返
し
使
用
す
る

③
使
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
っ
た
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま

わ
す
」
と
い
う
順
番
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ま
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
前
に
、
ご
み
の
発
生
抑
制
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
注
１　

リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の
発

生
抑
制
）…
ご
み
に
な
る
物
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
で
す
。

※
注
２　

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）…

製
品
を
同
じ
用
途
に
再
使
用
す

る
こ
と
で
、
代
表
的
な
例
に

ビ
ー
ル
瓶
、
牛
乳
瓶
の
再
使
用

等
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全
と
防
犯
に
関
す
る
情
報
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　

市
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
で
は
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
幼
児
交
通

安
全
・
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

教
室
は
、警
察
の
方
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
や
保
護
者

の
方
々
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
は
、め
ぐ
み
幼
稚
園

の
幼
児
交
通
安
全
・
防
犯
教
室
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

①
横
断
歩
道
の
渡
り
方

幼
児
交
通
安
全
・
防
犯
教
室

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す

▲

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
右
手
を
あ

げ
ま
す
。
右
手
が
わ
か
る
よ
う
豊
岡

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

手
作
り
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
園
児
に
つ
け

ま
し
た

②
車
の
乗
り
降
り
の
仕
方

③
防
犯
の
お
話

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
多
く
の
方
々

が
交
通
安
全
・
防
犯
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
交

通
事
故
や
犯
罪
に
遭
わ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▲

交
番
の
お
巡
り
さ
ん
が
知
ら
な
い
人

に
は
つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
防
犯
に

つ
い
て
話
し
ま
す

▲

お
巡
り
さ
ん
が
ク
マ
さ
ん
や
ウ
サ
ギ

さ
ん
と
一
緒
に
車
の
乗
り
降
り
の
仕

方
を
教
え
て
い
ま
す
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５
月
２
日
、
城
崎
地
域
で
旅
館

を
経
営
す
る
旅
館
組
合
の
若
旦
那

と
城
崎
商
工
会
青
年
部
で
構
成
す

る
「
Ｋ
’Ｓ
連
絡
協
議
会
」
の
メ

ン
バ
ー
９
人
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
基

金
へ
寄
付
す
る
た
め
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

寄
付
さ
れ
た
４
２
、２
０
０
円

は
、
４
月　

・　

日
の
２
日
間
に

２３

２４

開
催
さ
れ
た
城
崎
温
泉
ま
つ
り
で

同
協
議
会
が
「
が
ら
く
た
市
」
と
、

豊
岡
市
但
東
町
産
の
ど
ぶ
ろ
く
の

販
売
を
し
た
収
益
金
の
全
額
で 

す
。

　

同
協
議
会
会
長
の 
日  
生  
下 
民
夫

ひ 

う 

け

さ
ん
は
「
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛

来
す
る
よ
う
な
戸
島
湿
地
の
整
備

に
役
立
て
て
ほ
し
い
で
す
。
観
光

名
所
の
一
つ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す
と
、
中

貝
市
長
は
「
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

生
活
拠
点
と
な
る
よ
う
環
境
保
全

に
取
り
組
み
、
新
し
い
観
光
の
名

所
に
な
る
よ
う
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま

し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
た

び
学
校
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
で
は
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
市
立
小
・
中
学
校
を

対
象
に
、
耐
震
補
強
を
主
と
す
る

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
規
模
が
下
限
の
目
安

に
至
り
、
そ
の
後
も
減
少
が
予
測

さ
れ
る
学
校
の
う
ち
、
耐
震
化
を

要
す
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
統
合

等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
期
間
は
今
年
度
か
ら
お
お

む
ね　

年
間
と
し
、
耐
震
補
強
工

１０

法
や
改
修
お
よ
び
工
事
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
、
学
校
単
位
で
耐
震

診
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
順
次
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

豊
岡
市
学
校
整
備
計
画
を
策
定

新
た
な
学
校
整
備
に
向
け
て

　

４
月　

日
、
福
住
地
区
交
流
セ

２２

ン
タ
ー（
出
石
地
域
）の
竣
工
式
・

竣
工
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
積
極

的
な
県
産
木
材
の
利
用
に
よ
り
、

林
業
の
振
興
・
地
域
産
材
の
利
用

を
促
進
す
る
も
の
で
、
平
成　

年
１８

度
事
業
と
し
て
県
の
「
木
の
香
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
「
県
民
交
流

広
場
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
て

建
て
ら
れ
た
施
設
で
す
。

　

施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
木

製
デ
ッ
キ
、
防
音
室
、
床
暖
房
、

太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
を
備
え
、

環
境
と
人
に
優
し
く
、
地
域
の
特

色
あ
る
行
事
・
活
動
に
対
応
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
太
陽
光
発
電
設

備
は「
関
西
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
」

の
助
成
金
を
受
け
て
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
福
住
地
区
で
の
公
民
館

活
動
、
交
流
活
動
、
子
育
て
、
防

災
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

福
住
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成

地
区
の
交
流
活
動
・
防
災
拠
点
に

　

豊
岡
市
市
勢
要
覧
「
と
よ
お
か

豆
事
典
」
に
引
き
続
き
、
市
勢
要

覧（
英
語
版
）を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
年
増
え
続
け
て
い

る
外
国
か
ら
訪
れ
る
方
に
も
、
私

た
ち
が
住
む
ま
ち
豊
岡
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
作

成
し
た
も
の
で
、
豊
岡
の
四
季
の

彩
り
や
地
勢
、歴
史
、特
産
、主
要

観
光
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
英
語
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
、
手
に
持
ち
や
す
い

Ａ
５
版
で
、
ペ
ー
ジ
数
は　

ペ
ー

２２

ジ
で
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
課

に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▲寄付金を市長に手渡す日生下会長▲地区の交流活動、防災拠点となる福住地区交流セン
ター

市
勢
要
覧
英
語
版
を
作
成

外
国
か
ら
訪
れ
る
方
に
も
豊
岡
を
紹
介

城
崎
の
Ｋ,
Ｓ
連
絡
協
議
会
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
寄
付

野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す
る
湿
地
づ
く
り
に
役
立
て
て
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中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

1 

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
話 

　

能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
石
川
県
輪
島
市
へ
義
援

金
を
送
ろ
う
と
４
月　

日
、
新
田

２５

小
学
校
の
児
童
会
と
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｅ
」（
メ
ン
バ
ー
新
田
小
児
童

と
豊
岡
南
中
生
徒
）
の
メ
ン
バ
ー

ら
６
人
が
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

今
回
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
、

２
０
、０
０
１
円
で
、４
月　

日
か

１７

ら　

日
ま
で
の
４
日
間
、
子
ど
も

２０
た
ち
が
学
校
内
で
呼
び
か
け
を
行

い
、
友
達
や
家
族
か
ら
募
っ
た
も

の
で
す
。

　

新
田
小
児
童
会
の
岡
田
航
汰
く

ん（
６
年
）は
「
台
風　

号
の
復
旧

２３

の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
に

お
返
し
が
し
た
く
て
呼
び
か
け
ま

し
た
。
被
災
し
た
ま
ち
が
一
日
も

早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
市
か

ら
石
川
県
輪
島
市
へ
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
春
の
交
通
安
全
啓

１４

発
の
一
環
と
し
て
、
ご
て
ん
ま
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
市
役
所
南
庁

舎
前
の
交
差
点
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
安
全
運
転
を
促
す
と

と
も
に
、
啓
発
活
動
を
行
う
高
齢

者
自
身
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、奈
佐
な
ぎ
さ
学
園（
高

齢
者
ク
ラ
ブ
）
の
方
々
が
、
交
通

安
全
の
願
い
を
込
め
て
作
成
し
た

「
ご
て
ん
ま
り
」
約
３
０
０
個
を

行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、

交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
し
た

小
谷
ち
ゑ
こ
さ
ん
は
「
少
し
で
も

交
通
事
故
が
減
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
を
支
援

新
田
小
児
童
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
が
義
援
金

▲集めた義援金を市長に手渡す新田小児童会
とプロジェクトＥのメンバー

▲行き交うドライバーに、作成した「ごてんまり」
が手渡された

　

職
員
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
。
娘
が

ま
だ
サ
ン
タ
を
信
じ
て
い
た
こ
ろ
、

出
張
の
帰
り
に
高
槻
の
デ
パ
ー
ト

で
娘
が
サ
ン
タ
に
頼
ん
で
い
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
た
。
喜
ぶ
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
勇
ん
で
帰
っ

た
。
そ
の
夜
、
枕
元
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
置
こ
う
と
し
て
、
妻
が
気
づ

い
た
。
箱
が
ど
う
も
軽
す
ぎ
る
。

包
み
を
開
け
る
と
、
別
の
品
が

入
っ
て
い
た
。
混
雑
す
る
レ
ジ
で

店
員
が
間
違
え
た
に
違
い
な
い
。

　

も
う
、
間
に
合
わ
な
い
。
そ
れ

に
し
て
も
あ
ん
ま
り
だ
。
娘
も
家

族
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
だ
。
午
前
０
時
を
過
ぎ
て
い
た

が
、
妻
が
デ
パ
ー
ト
に
電
話
を
入

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
売
り
場
の
担

当
は
帰
宅
し
て
、
い
な
い
。
応
対

し
た
守
衛
に
事
情
を
話
し
、
怒
り

を
ぶ
つ
け
て
電
話
を
切
っ
た
。
す

る
と
折
り
返
し
担
当
か
ら
電
話
が

入
っ
た
。
平
身
低
頭
謝
る
担
当
に
、

妻
は
誠
実
さ
を
感
じ
て
「
も
う
い

い
で
す
よ
」
と
逆
に
彼
を
慰
め
た
。

　

夜
明
け
前
。
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ

た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
デ
パ
ー

ト
の
売
り
場
の
責
任
者
が
立
っ
て

い
た
。「
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」

　

娘
が
望
ん
で
い
た
人
形
は
、
無

事
、
枕
元
に
届
け
ら
れ
た
。
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
本
当
に
来
た
の
だ
。

　

こ
こ
か
ら
何
を
学
び
取
る
か
。

何
よ
り
も
ま
ず
、
混
雑
す
る
売
り

場
で
間
違
い
を
防
ぐ
作
業
手
順
を

徹
底
す
る
こ
と
。
プ
ロ
と
し
て
当

然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
私
が

最
も
感
動
し
た
の
は
、
失
敗
が
起

き
た
後
の
対
応
で
す
。
見
事
な
危

機
管
理
で
し
た
。
ど
ん
な
に
精
巧

な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
作
っ
て
も
、

と
き
と
し
て
間
違
い
は
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
、
ど
う
す
る
か
。

失
敗
へ
の
対
処
に
よ
っ
て
、
人
は

信
頼
を
さ
ら
に
損
ね
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
逆
に
そ
れ
以
上
の
も
の
を

勝
ち
得
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
デ

パ
ー
ト
の
心
の
こ
も
っ
た
対
応
が

個
人
の
機
転
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

組
織
文
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
わ
が

市
役
所
に
そ
の
よ

う
な
文
化
を
ぜ
ひ

根
付
か
せ
た
い
、

そ
う
思
い
ま
す
。

中
貝
市
長
が
２
カ
月
に
一
度
、
近

況
を
つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

次
回
を
お
楽
し
み
に
！

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施高

齢
者
ク
ラ
ブ
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
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５
月
３
日
〜
６
日
、城
崎
温
泉
街
で「
第　

回
し
ょ

１０

う
ぶ
湯
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
ブ
は
古
く
か
ら
厄
除
け
の
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
、
城
崎
温
泉
で
は
民
家
の
軒
先
に
シ
ョ
ウ
ブ
を

投
げ
上
げ
た
り
、
風
呂
に
浮
か
べ
て
季
節
の
香
り
を

楽
し
み
な
が
ら
無
病
息
災
を
願
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
七
つ
の
外
湯
と
一
部
の
旅
館
の
内
湯

で
観
光
客
ら
が
シ
ョ
ウ
ブ
の
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
２
日
に
は
、
城
崎
幼
稚
園
児
ら
６
人

が
、
城
崎
町
湯
島
の
「
ま
ん
だ
ら
湯
」
で
、
シ
ョ
ウ

ブ
湯
の
初
湯
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
頭
に
シ
ョ
ウ
ブ
を
巻
い
た
り
手
に

持
っ
て
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
田
結
漁
港
で
「
第
８
回
田
結
わ
か
め

１３

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
ワ
カ
メ
干
し

場
が
平
成　

年
に
完
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
毎
年

１２

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
産 
神  
水 
わ
か
め
は
肉
厚
で
香
り
も
よ
く
、
当

か
ん 
ず
い

日
は
、ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
が

大
好
評
で
し
た
。
試
食
を
し
た
前
谷
奈
穂
さ
ん
は
、

「
わ
か
め
ま
つ
り
は
初
め
て
。海
の
塩
っ
ぱ
い
味
が
し

て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
産
物
や
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
つ
き

た
て
も
ち
の
販
売
な
ど
が
あ
り
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
竹
野
浜
で
、「
に
ぎ

わ
い
・
ふ
れ
あ
い
北
前
の
里
」
を
テ
ー
マ
に
「
第　
２１

回
北
前
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、北
前
船
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
北
前
鍋
、
交
流
バ
ザ
ー
で
訪
れ
た

来
場
者
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
竹
野
浜
の
特
色
を
活
か
し
た
海
の

釣
堀
コ
ー
ナ
ー
や
砂
の
芸
術
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

砂
の
芸
術
大
会
に
は
、
小
学
生
の
部
に
５
組
、
一

般
の
部
に
９
組
が
参
加
し
、
小
学
生
の
部
で
「
は
ば

タ
ン
」を
作
り
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
チ
ー
ム「
バ
レ
ー

キ
ッ
ズ
」
の
石
原
菜
穂
さ
ん（
竹
野
小
５
年
）は
、「
手

を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
、

賞
金
を
手
に
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。　

▲ショウブ湯の初湯を楽しむ園児たち。季節の香りに
ゆったり、ほっこり

▲ワカメしゃぶしゃぶに舌つづみ

第
８
回
田
結
わ
か
め
ま
つ
り

磯
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て

第　

回
し
ょ
う
ぶ
湯
ま
つ
り

１０
シ
ョ
ウ
ブ
湯
は
気
持
ち
い
い
な

 
第　

回
北
前
ま
つ
り

２１
砂
の
芸
術
家 
集
ま
れ
！

▲「砂で作ったよ。はばタンに見えるかな」（小学生
の部の最優秀賞作品「はばタン」）
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係までご連絡ください。

　

市
で
は
、
出
石
地
域
に
あ
る
永
楽
館
の
復
原
工
事

を
、
平
成　

年
秋
の
竣
工
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま

２０

す
。
こ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
永
楽
館
な
つ
か
し
の
ポ
ス
タ
ー
展
」
と
題
し

て
、
市
内
各
所
で
移
動
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
、
明
治
館（
出
石
町
魚
屋
）で
「
愛
染
か
つ

ら
」「
二
十
四
の
瞳
」「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」

な
ど
の
、
昭
和　

〜　

年
代
に
永
楽
館
で
上
映
さ
れ

２０

３０

た
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
約　

点
を
展
示
し
て
い
ま
す

５０

（
６
月
３
日（
日
）ま
で
開
催
）。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
ポ

ス
タ
ー
を
見
て
�
あ
の
こ
ろ
�
を
思
い
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

４
月　

日
、
神
鍋
火
山
群
が
作
り
出
し
た
「
溶
岩

２９

流
」
と
木
々
の
新
緑
を
見
な
が
ら
歩
く
「
２
０
０
７

神
鍋
溶
岩
流
ウ
オ
ー
ク
」
が
日
高
町
山
宮
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
約
１
６
０
人
の

７２

参
加
者
が
、
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
と　

キ
ロ

１０

メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
清
滝
地
区
公
民
館
を

元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、コ
ー
ス
沿
い
を
流
れ
る 
稲  
葉 
川
の
数
々

い
な 
ん
ば

の
滝
や
淵
を
眺
め
な
が
ら
、
清
流
の
水
音
と
木
々
の

ざ
わ
め
き
に
心
洗
わ
れ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
「
清
滝
溶
岩
流
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
中
で
も
景
品
付
き
も
ち
ま
き
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

▲悠久の時を経て形成された溶岩流の奇跡に、しばし
足を止めて見入る参加者たち

　

５
月
４
日
、
但
東
町
平
田
地
区
の
田
ん
ぼ
で
、
兵

庫
県
子
ど
も
自
然
村
冒
険
隊
の
田
植
え
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
に
あ
る
子
ど
も
自
然
村
は
、
兵
庫
県
子
ど

も
会
連
合
会
の
設
立　

周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和　

３０

５８

年
に
子
ど
も
た
ち
自
身
で
作
る
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
、

開
設
さ
れ
た
村
で
、
平
成
元
年
に
は
冒
険
隊
が
発
足

し
、
毎
年
、
米
作
り
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
冒
険
隊（
小
学
２
年
生
〜
中
学
２
年
生
）

　

人
と
高
校
生
以
上
の
リ
ー
ダ
ー　

人
が
、
同
区
の

５５

１５

ふ
る
さ
と
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
約　
１３

ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
９
月
に
は
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▲横一列に並んで尺縄にあわせて「均して、植えて、下
がって」の掛け声を繰り返しながら植えていきました

２
０
０
７
神
鍋
溶
岩
流
ウ
オ
ー
ク

大
自
然
の
神
秘
に
癒
さ
れ
て

永
楽
館
な
つ
か
し
の
ポ
ス
タ
ー
展

な
つ
か
し
の
ポ
ス
タ
ー
が
ズ
ラ
リ

�
あ
の
こ
ろ
�の
思
い
に
ふ
け
る

冒
険
隊
の
田
植
え
体
験

 
均 
し
て
、
植
え
て

な
ら

　
　
　
　
　

下
が
っ
て
…

▲訪れた人たちは数々のポスターの前で足を止め、しば
し見入っていた
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日
高
地
域
で
ト
チ
ノ
キ
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
百
合
国
夫
さ

ん
は
、
蘇
武
岳
に
自
生
す
る
樹
齢

１
０
０
年
以
上
の
ト
チ
ノ
キ
を
母

樹
と
し
て
、
接
ぎ
木
で
苗
木
を
育

て
て
い
ま
す
。
栽
培
に
は
、
こ
の

蘇
武
岳
に
つ
な
が
る
山
の
斜
面
に

あ
る
休
耕
田
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ト
チ
ノ
キ
は
北
海
道
か
ら
九
州

に
分
布
す
る
落
葉
高
木
で
す
。
主

に
渓
流
沿
い
の
山
地
に
自
生
し
、

３
０
０
〜
４
０
０
年
の
樹
齢
と
も

な
れ
ば
高
さ
約　

メ
ー
ト
ル
、
幹

３０

周
り
約
４
〜
５
メ
ー
ト
ル
の
巨
木

に
育
ち
ま
す
。

　

栃
も
ち
な
ど
に
し
て
実
を
食
べ

る
習
慣
が
あ
る
但
馬
地
方
に
は
、

ト
チ
ノ
キ
は
身
近
な
存
在
で
す
が
、

成
木
ま
で
に
は
長
い
年
月
が
か
か

り
ま
す
。
花
や
実
を
付
け
る
ま
で

の
期
間
を
短
縮
さ
せ
る
接
ぎ
木
の

成
功
率
は
低
く
、
栽
培
は
不
可
能

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　

年
前
、
百
合
さ
ん
は
自
宅
南

１６
側
の
山
で
ト
チ
ノ
キ
の
接
ぎ
木
を

始
め
ま
し
た
。
最
初
は　

本
の
う

２０

ち
２
本
の
成
功
だ
っ
た
も
の
の
、

接
ぎ
木
に
使
う
ナ
イ
フ
を
丹
念
に

よ
く
研
ぎ
、
細
胞
が
乾
く
前
に
す

ば
や
く
接
ぐ
技
術
で
年
々
成
功
率

を
高
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

平
均　

パ
ー
セ
ン
ト
成
功
し
、
百

７５

合
さ
ん
が
所
有
す
る
１
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
は
、
計
１
５
０

本
の
ト
チ
ノ
キ
が
、
毎
年
春
に
誇

ら
し
げ
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
技
術
が
評
価
さ
れ
、
平
成

　

年
に
は
「
森
の
名
手
・
名
人
１

１８０
０
人
」
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

ト
チ
ノ
キ
は
通
常
、
実
を
付
け

る
ま
で
に　

〜　

年
か
か
る
と
い

３０

４０

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
合
さ
ん
は
、
実
を
付
け
る
ま

で
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
接

ぎ
木
を
し
て
十
数
年
た
っ
た
ト
チ

ノ
キ
の
幹
の
皮
を
、５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
幅
で
環
状
に
は
ぐ

「
環
状
は
く
皮
」
と
い
う
手
法
を

見
つ
け
出
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

そ
の
翌
年
、
一
気
に
花
が
咲
き
、

実
も
全
体
で
約
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ

ど
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

百
合
さ
ん
は
「
木
の
状
態
を
よ

く
観
察
す
る
と
成
長
具
合
が
手
に

取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
」
と
十

分
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

環
状
は
く
皮
に
よ
っ
て
皮
を
は

が
れ
た
木
は
、
自
身
を
守

ろ
う
と
し
て
細
胞
を
活
性

化
さ
せ
、
結
果
と
し
て
、

花
を
咲
か
せ
、
実
を
付
け

ま
す
。
こ
の
た
め
、
約　
１５

年
ほ
ど
で
実
を
付
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
木
を
痛
め
る

手
法
の
た
め
、
失
敗
す
れ

ば
木
を
枯
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
度
花
が
咲
き
実
を
付
け
れ
ば
、

習
慣
に
な
り
毎
年
花
を
付
け
る
よ

う
で
す
が
、
樹
勢
が
強
く
な
る
と

花
が
咲
か
な
い
木
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
剪
定
す
る
な
ど
し
て
、

毎
年
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
な
研
究

も
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
苗
木
を
増
加
し
、
休

耕
田
な
ど
に
植
樹
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
、
実
の
収
穫
を
増

や
し
て
栃
も
ち
な
ど
の
特
産
品
づ

く
り
に
も
役
立
つ
と
関
係
者
か
ら

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
後
世
に
残
る
よ
う
な
ト
チ
園

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
十
数
年
後
に
は
、
ト
チ

園
一
面
を
覆
い
つ
く
す
ほ
ど
の
ト

チ
ノ
キ
が
育
つ
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
百
合
さ
ん
。

日
々
、
木
と
会
話
を
し
な
が
ら
成

長
を
見
届
け
て
い
ま
す
。

▲林業経験を活かしてトチノキの栽培に取り組
む百合さん。阿瀬渓谷観光協会会長も務め、
地域の観光にも貢献している。趣味は長年続
けてきた尺八で、知人と音楽を楽しむこと

　５月に入り、日高地域の蘇武岳では、トチノキが次々と花を咲
かせています。
　今回は、このトチノキに接ぎ木をして、早期に花を咲かせるこ
とに成功した一人の男性を紹介します。

▲

誇
ら
し
げ
に
咲
い
た
ト
チ
の
花

接ぎ木でトチノキを量産
　特産品づくりを目指して

百合　国夫さん（７６歳）豊岡市日高町羽尻在住

蘇
武
岳
の
休
耕
田
で　

　
　

ト
チ
ノ
キ
を
栽
培

「
森
の
名
手
・
名
人　　
　

　
　
　

１
０
０
人
」に
選
定

新
手
法「
環
状
は
く
皮
」で

　

栽
培
期
間
を
大
幅
短
縮

関
係
者
か
ら
も
期
待　

　
　
　

目
標
は
ト
チ
園▲日々の変化を見逃さないようトチ

ノキの様子をみる百合さん
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五
荘
小
学
校
は
、
豊
岡
地
域
の

ほ
ぼ
中
心
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

校
区
内
は
、
市
街
地
と
の
ど
か
な

田
園
風
景
が
広
が
り
、
こ
の
調
和

の
と
れ
た
環
境
の
中
、
現
在
７
５

８
人
の
児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

五
荘
小
学
校
の
児
童
会
長
を
務

め
る
冨
山
周
作
く
ん
は
、
６
歳
か

ら
始
め
た
習
字
が
特
技
で
す
。
ま

た
、野
球
部
に
所
属
し
、ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
将
来

は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
と
い
う

夢
を
描
く
冨
山
く
ん
に
、
五
荘
小

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

五
荘
小
学
校
 

ご
の
し
ょ
う
 

案
内
者
 
冨
山
　
周
作
 

（
豊
岡
） 

く
ん
 

２２ 

　

僕
の
一
番
好
き
な
行
事
は
、
９

月
に
行
う
運
動
会
で
す
。

　

中
で
も
一
番
好
き
な
種
目
は
、

紅
白
対
抗
リ
レ
ー
で
す
。
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
ト
ラ
ッ
ク
を
走
り
ま
す
。
み

ん
な
と
一
緒
に
競
走
で
き
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ー

ル
前
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

次
に
好
き
な
種
目
は
、
組
体
操

で
す
。
友
達
と
協
力
し
て
つ
く
り

上
げ
る
組
体
操
を
、
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
に
よ

い
組
体
操
を
見
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
も
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
月
に
行
う
「
安
全
あ

り
が
と
う
集
会
」
も
楽
し
み
の
行

事
で
す
。

　

こ
の
集
会
は
、
僕
た
ち
の
安
全

を
守
ろ
う
と
、
登
下
校
の
時
間
に

立
ち
番
を
し
て
い
た
だ
だ
い
て
い

る
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

交
流
会
を
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
児
童
会
で
考
え
た
安

全
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。
そ
し
て
ク
イ
ズ

の
後
は
、
み
ん
な
で
歌
を
う
た
っ

て
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
す
。

　

五
荘
小
学
校
の
特
徴
と
し
て
、

校
庭
に
は
「
太
陽
の
丘
」
と
い
う

ミ
ニ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

山
の
斜
面
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た

「
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
」
や
「
ロ
ン

グ
滑
り
台
」
で
は
、
休
み
時
間
に

な
る
と
た
く
さ
ん
の
友
達
が
遊
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
太
陽
の
丘
で
僕

た
ち
は
元
気
に
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。

▲日ごろの活動に感謝の気持ちを込めて行う「安全
ありがとう集会」

　

但
東
の
「
ま
ま
だ
っ
こ
」
は
、

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。
平
成　

年
８
月
に
発
足
し
、

１７

会
員
に
は
、
現
在
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん　

人
が
所
属
し
て
い
ま

１０

す
。

　

代
表
の
高
松 
龍  
子 
さ
ん
（
但
東

り
ゅ
う 

こ

町
中
山
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の
喜

ぶ
顔
と
輝
く
目
を
見
た
く
て
こ
の

活
動
を
始
め
ま
し
た
」
と
発
足
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
町
内
の
保
育
園

や
幼
稚
園
に
出
向
い
て
人
形
劇
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。

会
場
で
使
う
道
具
は
、
す
べ
て
手

づ
く
り
で
、
手
づ
く
り
の
温
も
り

と
演
技
の
素
人
っ
ぽ
さ
が
子
ど
も

た
ち
に
安
心
感
を
与
え
、
子
ど
も

た
ち
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
福
田
晶
子
さ
ん

（
但
東
町
出
合
）
は
「
子
ど
も
は

正
直
だ
か
ら
、
本
当
に
楽
し
く
な

い
と
笑
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
、

い
つ
も
一
生
懸
命
に
な
れ
ま
す
」

と
、
子
ど
も
の
よ
う
な
笑
顔
で
話

し
ま
す
。
そ
の
言
葉
か
ら
も
、
グ

ル
ー
プ
活
動
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
発
足
か
ら
間
も
な

く
２
年
。
こ
れ
ま
で
は
、
道
具
づ

く
り
や
体
制
づ
く
り
な
ど
の
下
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
活
動
の

本
格
始
動
は
今
年
か
ら
で
、
６
月

以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
「
こ
ん
な
素
人
の

集
団
で
も
、
活
動
を
続
け
て
い
け

ば
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
笑

顔
に
で
き
る
」
と
信
じ
、
次
の
出

番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▲五荘小学校

　

五
荘
小
学
校
で
は
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

な
活
動
の
時
間
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

▲人形劇の練習に取り組む「ままだっ
こ」のメンバー

『
ま
ま
だ
っ
こ
』（
但
東
）

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
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「
保
育
園
･
幼
稚
園
の
運
動
遊

び
巡
回
訪
問
」
で
は
、
運
動
遊
び

担
当
者
が
市
内
の
全
園
を
３
〜
４

回
程
度
巡
回
訪
問
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
系
的
な
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
市
内　

保
育
園
・　

幼
稚
園

２３

２７

の
中
か
ら
、
次
の
モ
デ
ル
園
を
抽

出
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
拠
点
的

役
割
を
担
い
、
当
該
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
教
育
行
動
計
画
の
中
で「
幼

１８

児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

１９
　

今
回
は
、
運
動
遊
び
事
業
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

「
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
ど
も
」
を
育
成
す
る 

〜
運
動
好
き
な
子
ど
も
は
「
心
」
も
育
つ
〜 

運
動
遊
び
事
業
の
取
組
内
容 
２ 

シ
リ
ー
ズ 

運動遊び事業の取組内容

備　　　　　考Ｈ２２～Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９年　　　度

　各園への巡回訪問検討
保育園・幼稚園の
運動遊び巡回訪問

就
園
幼
児
向
け

　運動遊びにかかる研修会等の
開催

検討
保育士・幼稚園教諭
指導者の養成

　乳幼児向け親子運動遊びパン
フレットの作成

パンフレットの
作成

在
宅
幼
児
向
け

　乳幼児の親子を対象とした学
習サークルや乳幼児学級など

検討
公民館等における
運動遊び普及啓発

　各子育てセンターや子育て
サークルなど

検討
各子育てセンター等
における普及啓発

・市広報や市ホームページなど
による周知

・保護者会行事など
検討その他普及啓発活動

　実技テストやアンケートなど事業効果の検証

▲

親
子
で
運
動
遊
び

※
豊
岡
市
の
運
動
遊
び
事
業
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼稚園保育園ブロック・園別

八条城南豊岡

－森本へき地城崎・竹野・港

府中こくふ日高

合橋合橋出石・但東

※モデル園の抽出には、次の３つの
条件を掲げました。

①市全体の地域の公平性（４ブロッ
クに区分）

②幼児の通年性（３→４→５歳児）
③学校区の明確性（保→幼→小）

　子どもたちが元気に登校（園）し、楽しく学校（園）生活を送り、生きる力を身
に付け、健やかに成長してくれることは、子どもを取り巻くすべての人々の願
いです。しかし、子どもたちの成長過程には、順調な時ばかりではなく、つま
ずいたり、立ち止まったり、横道にそれたり…と、悩み、戸惑うことがありま
す。時には、そのために学校（園）に行けなかったり、安定した学校（園）生活が
送れない子どもたちもいます。
　そうした子どもたちやその保護者の皆さん、さらには、指導にかかわっておられる皆さん方に、少しで
も役に立てればと、市教育委員会では、教育相談や子どもの自立支援を行うための適応教室として、「ふ
れあいセンター」を下記のとおり開設しています。

◇開設場所　「豊岡市ふれあいセンター」
　　　　　　豊岡市塩津町１０－１６（塩津バス停横）
　　　　　　�・ＦＡＸ２４－８３０３
◇開設日時　月～金曜（祝日を除く）午前９時～午後３時
◇開設内容　①通級児童・生徒の学習や生活の支援
　　　　　　②不登校等にかかわる「教育相談」（右表の
　　　　　　　とおり）

豊岡市ふれあいセンターのご案内

※専門の臨床心理士や教育カウンセラー等が相談に応
じます。

教育相談

対　　象時　　間実　施　日

不登校等の児童・生
徒および保護者等

午前９時～正午
毎週木曜日

毎月第３土曜日

不登校等の児童・生
徒の保護者等

午後６時～９時毎月第４木曜日
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

「
少
し
だ
け
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
！
来
日
の
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
、
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
�
」

（
父　
学
・
母　
真
由
美
、竹
野
町
阿
金
谷
）

と
て
も
わ
ん
ぱ
く
な
拓
巳　

こ
れ
か

!!

ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
元
気

一
杯
育
っ
て
ね
�

（
父　
大
地
・
母　
美
奈
子
、
戸
牧
）

や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
の
声
が
ひ
び
く
毎

日
。
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父　
博
・
母　
恵
子
、
日
高
町
岩
中
）

２
歳
に
な
っ
た
ね
、
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
宇
汰
。
大
ス
キ
！

（
父　
耕
司
・
母　
敦
子
、
昭
和
町
）

葉
音
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
双

子
の
兄
ち
ゃ
ん
、
み
ん
な
の
宝
物
♪

１
歳
お
め
で
と
う　
!!

（
父　
典
裕
・
母　
恵
美
、九
日
市
上
町
）

（平成１８年４月２６日生）
木 下 拓  巳 

たく み

ちゃん
（平成１７年６月２日生）
下 垣 明  慶 

はる みち

ちゃん

（平成１８年２月４日生）
谷 垣 慧  真 

けい ま

ちゃん
（平成１７年４月２４日生）
浅 貝 宇  汰 

う た

ちゃん
（平成１８年４月２９日生）
松 下 葉  音 

は おと

ちゃん

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう
ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

▽
今
井
晶
三（
寿
町
）

　

今
井
さ
ん
は
、
３
期　

年
に
わ

１２

た
り
旧
豊
岡
市
長
を
務
め
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
小
嶋　

彰（
日
高
町
江
原
）

　

小
嶋
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

兵
庫
県
警
察
本
部
警
部
補
な
ど
を

務
め
、
治
安
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

■
地
域
活
動
功
労

▽
池
田 
登 
志
   
（
立
野
町
）

と 

し

　

池
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

但
馬
地
区
消
費
者
団
体
連
絡
協
議

会
会
長
な
ど
を
務
め
、
地
域
活
動

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
防
災
・
消
防
功
労

▽ 
日  
生  
下 
愼
一（
城
崎
町
湯
島
）

ひ 

う 

け

　

日
生
下
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
豊
岡
市
城
崎
消
防
団
団
長
な
ど

を
務
め
、
地
域
の
消
防
・
防
災
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
商
工
功
労

▽
岩
見　

勲（
日
高
町
水
上
）

　

岩
見
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
高
町
商
工
会
会
長
な
ど
を
務
め
、

地
域
の
商
工
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
■
総
裁
表
彰
（
総
裁　

三
笠
宮
妃

　

殿
下
）

▽
土
生
田
喜
代
子（
竹
野
町
奥
須
井
）

　

長
年
に
わ
た
り
愛
育
班
活
動
の

充
実
・
強
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
■
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

▽
細
田
良
子（
竹
野
町
轟
）

■
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

　

表
彰

▽
小
山
明
彦（
但
東
町
久
畑
）

▽
武
中
孝
夫（
�
渕
）

▽
柳
原
正
伸（
出
石
町
細
見
）

▽
結
城
俊
輔（
城
崎
町
湯
島
）

■
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

▽
阪
井
忠
右
衛
門（
赤
石
）

　

５
月
３
日
〜
５
日
、
大
阪
市
で

開
催
さ
れ
た「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ

ア
」の
全
国
大
会「
レ
ス
キ
ュ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
」部
門
で
、
石
田
裕

太
郎
さ
ん（
日
高
東
中
３
年
）が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
の
は
、
コ
ー
ス

上
の
障
害
物
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、

被
災
者
に
見
立
て
た
テ
ー
プ
を
発

見
す
る
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ
を
競

う
も
の
で
す
。

　

石
田
さ
ん
は
、

７
月
４
日
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
ア

ト
ラ
ン
タ
で
開

催
さ
れ
る
世
界

大
会
に
出
場
し

ま
す
。

叙　
　
　

勲

■ 
旭
日
小
綬
章 

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■ 
瑞  
宝  
単  
光
章 

ず
い 
ほ
う 
た
ん 
こ
う
し
ょ
う

平
成　

年
度

１９兵
庫
県
功
労
者
表
彰

人
権
擁
護
委
員
表
彰

平
成　

年
度
全
国

１８
農
業
共
済
協
会
会
長
表
彰

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
」

の
全
国
大
会
で
優
勝

社
会
福
祉
法
人 
恩  
賜 
財
団

お
ん 

し

母
子
愛
育
会
総
裁
表
彰
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

６
月
は
、「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
。
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
、
労
働
条
件
確

保
と
、
不
法
就
労
の
防
止
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

�　
－

３
１
０
１
ま
た
は
兵
庫

23
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策

課

　

�
０
７
８－
３
６
７－

０
８
１
０

月

間

月

間

▽
日
時　

６
月　

日（
日
）午
後
２

２４

時
〜
、
午
後
７
時
〜
（
２
回
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル

▽
作
品
内
容　

江
戸
中
期
、
そ
の

村
に
は　

の
齢
を
迎
え
た
者
は

６０

皆
、
村
を
出
て
、
人
里
離
れ
た

原
野
―
蕨
野
の
丘
に
移
り
住
む

と
い
う
約
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

山
里
の
四
季
の
移
ろ
い
の
中

で
の
、
蕨
野
入
り
し
た
人
間
の

生
と
死
の
本
質
、
命
の
原
風
景

を
描
き
出
し
た
作
品
（
２
０
０

３
年
作
品
）

▽
入
場
料　

無
料

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

整
理
券
は
生
涯
学
習
課
、
各
教

育
委
員
会
分
室
、
市
民
課
窓
口
、

市
民
会
館
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、

市
立
図
書
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係
ま
た
は
各
教
育
委

員
会
分
室

平
成　

年
度

19

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ロ
ン 
イ
ン　

豊
岡

－

名
画
鑑
賞－

「
わ
ら
び
の
こ
う
〜
蕨
野
行
〜
」

　

市
内
在
学
の
中
学

生
と
、
市
長
お
よ
び

市
幹
部
職
員
と
に
よ

る
ジ
ュ
ニ
ア
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。

　

未
来
の
担
い
手
と
な
る
中
学
生

が
、
豊
岡
の
未
来
に
つ
い
て
、
自

ら
考
え
る
豊
岡
の
ま
ち
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
程　

６
月
３
日（
日
）

○
講
演
会　

午
後
１
時
〜
２
時

・
講
師　

Ｐ
Ｇ
Ａ
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

古
市
忠
夫
さ
ん

・
テ
ー
マ　
「
勇
気
と
感
謝
の
心

を
持
っ
て
」

○
ジ
ュ
ニ
ア
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

午
後
２
時　

分
〜
４
時

１５

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
　

豊
岡
青

（社）

年
会
議
所
�　

－

４
０
４
１

２３

※
受
付
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

　

但
馬
地
域
の
高
等
学
校
に
在
学

す
る
女
子
学
生
が
、「
夢
を
生
き
る

－

女
性
の
役
割
と
責
任－
」
を

テ
ー
マ
に
、
意
見
発
表
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月
９
日

（
土
）午
後
１
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
但
馬　

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

委
員
会　

田
村
さ
ん

　

�
０
７
９－

６
６
９－

１
８
５
７

催

し

催

し

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

第
５
回
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

ジ
ュ
ニ
ア
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
子
ど
も
た
ち
の
声
が

未
来
の
豊
岡
を
創
る
〜
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須
の
谷
村
の
自

然
と
伝
統
を
生
か

し
た
文
化
や
暮
ら

し
の
交
流
を
行
い
、

忘
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
、
失
く
し
て
し
ま
っ
た
も
の

を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

６
月
２
日（
土
）〜
４
日

（
月
）午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

▽
場
所　

竹
野
町
須
野
谷
一
帯

▽
内
容　

陶
芸
作
品
等
展
示
、
笛

奏
者
･
雲
龍
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
来
※
）、
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
、
物
産
販
売
な
ど

※
チ
ケ
ッ
ト（
１
、５
０
０
円
）
が

必
要
で
、
定
員
は　

人
５０

▽
問
合
せ　

須
野
谷
村
お
こ
し
実

行
委
員
会　

大
原
さ
ん

　

�　

－

０
７
３
２

４８
平
成　

年
度　

改
正
税
法

１９

（
源
泉
所
得
税
関
係
）説
明
会

▽
日
時　

６
月
７
日（
木
）午
後
１

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署
法
人
課

税
第
１
部
門
源
泉
所
得
担
当

　

�　

－

２
３
４
４

２２

　

障
害
者
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
生
き
て
い
く
た
め
の
交
流
の

場
と
し
て
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
ら
い
ふ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
瞳
の
輝

き
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
肌
で
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

▽
入
場
料　

５
０
０
円

▽
日
時　

６
月　

日（
日
）午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

障
害
者
作
業
所
、
有
志

団
体
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

▽
問
合
せ　

愛
工
房
援
護
会

　

�
・　
　

－

６
３
６
５

ＦＡＸ
２４

第　

回
１５

Ｏ
Ｎ
Ｅ
ら
い
ふ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

病
気
の
回
復
期
で

集
団
生
活
が
困
難
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
た

乳
幼
児
お
よ
び
児
童

を
、
医
師
の
指
導
の

も
と
、
安
静
室
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
、
隔
離
室
な
ど
を
完

備
し
た
施
設
で
、
看
護
師
、
保
育

士
が
預
か
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
事
前
登
録
を

受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

風
邪
、
感
染
症
な
ど
の

回
復
期
に
あ
る
生
後
３
カ
月
〜

小
学
校
低
学
年
の
乳
幼
児
お
よ

び
児
童

※
高
学
年
の
児
童
に
つ
い
て
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▽
利
用
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

６
時
（
日
曜
、
祝
日
お
よ
び　
１２

月　

日
〜
１
月
３
日
は
休
み
）

３０

▽
利
用
料　

１
回
２
、０
０
０
円

　
（
昼
食
、
お
や
つ
代
を
含
む
）

　

た
だ
し
、

・
生
活
保
護
世
帯
、
前
年
度
市
民

税
非
課
税
世
帯
…
無
料

・
前
記
以
外
の
前
年
分
所
得
税
非

課
税
世
帯
…
１
、０
０
０
円

※
利
用
の
際
に
は
、「
医
師
連
絡

票
」
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
文
書
料
１
、０
０
０
円
の

う
ち
、
病
後
児
保
育
室
経
由
で

市
が
５
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
病
院

の
領
収
書
を
病
後
児
保
育
室
に

提
示
く
だ
さ
い
。

募

集

募

集

病
後
児
保
育

「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

利
用
登
録
者
募
集

▽
登
録
・
申
込
み
・
問
合
せ　

社

会
福
祉
法
人　
豊
友
会　
病
後
児

保
育
室
「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
」 （
豊
岡
市
下
陰
５
）

　

�　

－

３
９
０
０

２９

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
保
育

園
係
�　

－

０
０
５
３

２９

▽
目
的　

市
民
の
方
に
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
日
ご
ろ
の

川
の
様
子
な
ど
を
情
報
提
供
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
と
河
川
管
理
者
と
の
連
携

を
深
め
、
河
川
の
適
正
な
維
持
、

管
理
に
役
立
て
る
。

▽
応
募
資
格　

満　

歳
２０

以
上
で
河
川
ま
た
は

河
川
愛
護
に
関
心
を

持
ち
、
活
動
範
囲
付

近（
お
お
む
ね
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
）に
居
住
す
る
方

▽
活
動
内
容　

日
常
生
活
の
中
で

知
り
得
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄

な
ど
の
情
報
を
河
川
管
理
者
に

伝
え
る
こ
と
が
主
な
任
務
で
す
。

河
川
巡
視
な
ど
の
必
要
は
な
く
、

不
法
行
為
者
な
ど
に
対
す
る
特

別
な
責
務
や
権
限
は
持
ち
ま
せ

ん
。

平
成　

年
度

19

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

須
の
谷
村
の
風
ま
つ
り
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▽
任
期　

７
月
１
日
か
ら
１
年
間

▽
謝
礼　

月
額
４
、５
８
０
円

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、応

募
理
由
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
限　

６
月　

日（
金
）

１５

▽
選
考　

募
集
人
員
以
上
の
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
選
考
結
果
は
、
６
月

下
旬
に
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局
豊
岡
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課
（
〒
６

６
８－

０
０
２
５
豊
岡
市
幸
町

　

－

３
）
�　

－

３
１
２
６

１０

２２

　
　
　

－

３
７
９
６

ＦＡＸ
２４

募集
人員

応募資格
（居住地域）

活　動　範　囲

１人
豊岡地域
および
城崎地域

河口～堀川橋　円山川

円山川合流点　
　　～堂カ瀬橋

奈佐川

１人日高地域
出石川合流点　
　　　～赤崎橋

円山川

１人
豊岡地域
および
出石地域

円山川合流点　
　～出石町小人

出石川

堀川橋　　　　
～出石川合流点

円山川

▽資料請求 ･問合せ　舞鶴海上保安部�０７７３－７６－４１２０　または香住海上保安署�３６－４９９９

合格発表試験科目試験日
願　　書
受付期間

受　験　資　格学校名

１０月１７日（水）

・教養試験
・学科試験
　（多技選択式）
※船舶運行システ
ム課程を除く

・作文試験
※船舶運行システ
ム課程のみ

○第１次
９月３０日（日）

７月２４日（火）
　～

８月７日（火）

昭和５９年４月２日以降生まれで
①高等学校卒業および平成２０年３月まで
に卒業見込みの方

②中学校卒業および平成２０年３月までに
卒業見込みの方

③高専の第３学年の課程修了および平成
２０年３月までに修了見込みの方
④高等学校卒業程度認定試験（廃止前の
大学入学資格検定含む）に合格した方
など、人事院が①、②と同等の資格が
あると認める方

海上保安学校
（京都府舞鶴市）

［試験区分］
・船舶運航シス
テム課程
・航空課程
・情報システム
課程
・海洋科学
　課程

１１月１５日（木）
※航空課程のみ
１２月７日（金）

・人物試験
※航空課程を除く
・身体検査
・身体測定
・体力検査

○第２次
１０月２４日（水）
　～２７日（土）

平成２０年　　
１月２４日（木）

・人物試験
・身体検査
・適性検査

○第３次
１２月１５日（土）
　～２０日（木）
※航空課程のみ

１２月１４日（金）

・学科試験
　（多技選択式）
・教養試験
・学科試験
　　　（記述式）

○第１次
１１月３日（土）
　～４日（日）

８月３０日（木）
～

９月１１日（火）

昭和６２年４月２日以降生まれで
①高等学校卒業および平成２０年３月まで
に卒業見込みの方

②中学校卒業および平成２０年３月までに
卒業見込みの方

③高専の第３学年の課程修了および平成
２０年３月までに修了見込みの方
④高等学校卒業程度認定試験（廃止前の
大学入学資格検定含む）に合格した方
など、人事院が①、②と同等の資格が
あると認める方

海上保安大学校
（広島県呉市）

平成２０年　　
１月２４日（木）

・作文試験
・人物試験
・身体検査
・身体測定
・体力検査

○第２次
１２月２１日（金）

香住海上保安署　海上保安学校および海上保安大学校　学生募集
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◆
マ
ロ
ニ
エ
の
里

　
　
　
　
　

「
味
便
り
」

　

神
鍋
高
原
か
ら
、

採
れ
た
て
の
野
菜

な
ど
旬
の
味
を
、

季
節
ご
と
に
届
け

ま
す
。

▽
発
送
時
期
･
内
容

・
第
１
便（
７
月
中
旬
）…
団
子
の

粉
、
き
な
粉
、
蜂
蜜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
玉
ね
ぎ
な
ど

・
第
２
便（
９
月
中
旬
）…
新
米
こ

し
ひ
か
り
、
山
椒
味
噌
、
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
溶
岩
ジ
ャ
ン

ボ
饅
頭
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど

・
第
３
便（　

月
中
旬
）…
栃
餅
、

１２

白
餅
、
神
鍋
つ
る
し
柿
、
ま
る

ご
と
味
噌
な
ど

▽
会
費　

１
便
に
つ
き
５
、
０
０

０
円

▽
特
典　

夏
、
秋
、
冬
の
計
３
回

を
申
し
込
み
の
方
は
、
１
年
間
、

神
鍋
湯
の
森
「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
利

用
料
金
３
割
引（
５
人
ま
で
）な

ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

道
の
駅「
神

鍋
高
原
」�　

－

１
３
３
１

４５

　
　
　

－

１
３
３
８

ＦＡＸ
４５

◆
ふ
る
さ
と
竹
野
会

　
　
　
　

「
ふ
る
さ
と
便
」

　

北
は
日
本
海
、
南

は
広
大
な
山
々
に
囲

ま
れ
た
竹
野
地
域
。

こ
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
活
か
し
て
作

ら
れ
た
特
産
品
の
数
々
と
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期　
　

月
上
旬
、
３
月

１２

上
旬
、
６
月
上
旬（
年
３
回
）

▽
年
会
費　

１
３
、０
０
０
円

▽
特
典　

旅
館
、
民
宿
が
特
別
料

金
で
利
用
で
き
る
特
典
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
総
務
課

◆
こ
ぶ
し
の
里
・
い
ず
し

　
　
　
　

「
お
中
元
セ
ッ
ト
」

　

出
石
の
加
工
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
が
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
で
安

全
な
農
作
物
と
、
真
心
を
込
め
て

作
っ
た
特
産
品
を
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期

　

７
月
中
旬
〜
８

月
中
旬

※
セ
ッ
ト
内
容
、

料
金
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

出
石
ま
ち

づ
く
り
公
社
�　

－

６
０
４
５

５２

◆
但
東

　
　

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
便
」

　

但
東
の
特
産
品
を
詰

め
合
わ
せ
た
ふ
る
さ
と

の
香
り
を
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期
・
内
容　

・　

月
…
但
東
産
新
米

１０
・　

月
…
黒
豆
煮
、
せ
い
き
そ
ば
、

１２梅
干
し
、青
大
豆
味
噌
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
な
ど

▽
年
会
費　

１
０
、０
０
０
円

▽
特
典　

シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ

や
自
然
の
郷
の
宿
泊
料
の
値
引

き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
プ
レ

イ
料
の
値
引
き
の
ほ
か
、
シ
ル

ク
温
泉
入
浴
券
５
枚
進
呈
な
ど

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

但
東
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
観
光
協
会

　

�　

－

０
５
０
０

５４

　

と
よ
お
か「
コ
ウ
ノ
ト
リ
便
」

　
　
　
　
　
　
　

廃
止
に
つ
い
て

　

永
年
、
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
『
と
よ
お
か
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

便
」
』
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り

３
月
９
日
発
送
分
で
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
永
年
に
わ
た
り
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
政
係

と
よ
お
か
の
特
産
品
と

　
　
　

情
報
を
届
け
ま
す

〜
真
心
込
め
た
贈
り
物
〜

　

兵
庫
県
で
は
、

青
年
洋
上
大
学
に

参
加
す
る
学
生
や

社
会
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

大
型
客
船
「
ふ
じ
丸
」
に
乗
船

し
、
洋
上
生
活
を
共
に
す
る
新
し

い
仲
間
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
広

大
な
大
陸
・
中
国
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
中
国
青
年
と
の
交
流
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
実
施
期
間　

９
月　

日（
金
）〜

１４

　

日（
日
）

２３
▽
訪
問
地　

中
国
（
香
港
、
広
州
、

上
海
）

▽
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
お
お
む
ね　

〜　
２０

３５

歳
の
方

▽
募
集
人
員　

１
０
０
人（
選
考
）

▽
参
加
費　

１
３
８
、
０
０
０
円

※
参
加
費
用
２
７
６
、
０
０
０
円

の
う
ち
、
半
額
を
県
が
負
担

※
事
前
、事
後
研
修
会
費
８
、０
０

０
円
な
ど
が
別
途
必
要

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

２９

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
　

兵
庫
県

（財）

青
少
年
本
部
交
流
担
当

　

�
０
７
８－

３
６
０－

８
５
８
１

平
成　

年
度

19

「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」

参
加
者
募
集
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講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

▽
開
催
日
時　

８
月　

日（
土
）午

１８

後
１
時　

分
〜

３０

▽
開
催
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
応
募
資
格　

高
校
生
バ
ン
ド

※
ソ
ロ
、
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
代

表
者
の
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。

▽
応
募
方
法　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

Ｍ
Ｄ
等
に
得
意
な
曲
１
曲
（
オ

リ
ジ
ナ
ル
、
コ
ピ
ー
を
問
わ
な

い
）
を
録
音
し
、
市
民
プ
ラ
ザ

に
あ
る
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切　

７
月
９
日（
月
）必

着
▽
審
査
方
法　

　

応
募
の
カ
セ

　

ッ
ト
等
に
よ

り
１
次
選
考

（
７
月　

日
１１

〈
水
〉）
を
行
い
、
出
場
５
団
体

を
選
び
、
８
月　

日（
土
）の
最

１８

終
選
考
で
最
優
秀
バ
ン
ド
を
決

定
し
ま
す
。

▽
賞
品　

最
優
秀
バ
ン
ド
に
は
、

当
日
の
演
奏
を
録
音
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ　

枚
を
、
準
優
勝

５０

バ
ン
ド
に
は　

枚
を
進
呈
し
ま

２０

す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
�　

－

３
０
０
０

２４

▽
開
催
日　

６
〜　

月
の
各
月
第

１１

２
土
曜
日
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時

▽
場
所　

市
立
図
書
館　

視
聴
覚

室
▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

８０

第
４
回 

高
校
生
バ
ン
ド
☆
バ
ト
ル

出
場
者
募
集

　

日
高
地
域
の
保
育

園
で
、
在
宅
の
親
子

を
対
象
に
体
験
入
園

を
行
い
ま
す
。「
た
く

さ
ん
の
友
達
と
一
緒

に
遊
び
を
経
験
さ
せ
た
い
」
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
、
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月
２
日（
月
）〜
６
日

（
金
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分

▽
対
象　

０
〜
５
歳
児
と
そ
の
保

護
者

▽
体
験
入
園
料　

１
日
２
０
０
円

※
幼
児
の
み
給
食
の
体
験
を
し
ま

す
。

▽
申
込
方
法　

保
育
園
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

６
月　

日（
月
）〜

１８

　

日（
金
）

２２
※
募
集
組
数
に
達
し
次
第
締
切
り

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

各
保
育
園

保
育
園
体
験
入
園 
募
集

平
成　

年
度

１９

と
よ
お
か
市
民
歴
史
講
座

　

こ
の
事
業
は
、
豪
華
客
船
を

使
っ
た
海
外
ク
ル
ー
ズ
で
、
三
世

代
交
流
、
国
際
理
解
、
国
際
交
流

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
兵
庫

県
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

広
大
な
国
土
に
悠

久
の
歴
史
・
文
化
が

息
づ
く
中
国
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ベ

ト
ナ
ム
を
訪
れ
る
と

と
も
に
、
今
回
は
、

個
人
旅
行
で
は
体
験
で
き
な
い
兵

庫
県
と
広
東
省
と
の
友
好
提
携　
２５

周
年
記
念
式
典
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
作
家
の
玉
岡
か
お
る
さ

ん
も
講
師
と
し
て
乗
船
さ
れ
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

９
月　

日（
金
）〜

１４

　

日（
日
）

２３
▽
訪
問
地　

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム

※
６
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

３
５
０
人

※
１
コ
ー
ス　

〜　

人

５０

６０

▽
参
加
費　

１
５
９
、０
０
０
円
〜

※
コ
ー
ス
、
船
室
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
金
）

１７

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
　

兵
庫
県

（財）

青
少
年
本
部
交
流
担
当

　

�
０
７
８－

３
６
０－

８
５
８
１

　

ま
た
は
㈱
日
本
旅
行
神
戸
支
店

　

�
０
１
２
０－

　

－

２
８
２
５

７１

平
成　

年
度

１９

「
ひ
ょ
う
ご
県
民
交
流
の
船
」

参
加
者
募
集

ー
海
の
プ
リ
ン
セ
ス 
ふ
じ
丸
を

貸
し
切
っ
た
特
別
企
画
ー

電話番号募集組数保育園名

�４２－１７１７６組こくふ保育園

�４２－１７３１５組八代保育園

�４２－０１６９８組蓼川保育園

�４２－１１２２５組蓼川第二保育園

�４２－１０５６５組静修保育園

�４４－０６１０３組三方保育園

�４５－０４５０３組清滝保育園

�４５－０１５２３組西気保育園
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▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜

８
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
委
員

会
中
央
公
民
館

講　　　師演　　　題月　　日回

但馬国府・国分寺館学芸員　前岡孝彰さん瓦から見た但馬の古代６月９日（土）１

日本・モンゴル民族博物館長　金津匡伸さん市内の農村歌舞伎舞台７月１４日（土）２

地学者　垣田平治郎さん縄文海進と豊岡盆地８月１１日（土）３

豊岡市文化財審議委員　山田寿夫さん続・北前廻船と竹野浜９月８日（土）４

豊岡市史料整理室　山口久喜さん
郷土の条件　
　　―豊岡藩の場合―

１０月１３日（土）５

但馬史研究会員　吉盛智輝さん続々・但馬の旗本１１月１０日（土）６

　

初
心
者
を
対
象
に
し
た
「
硬
式

テ
ニ
ス
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
、
硬
式

テ
ニ
ス
を
気
軽
に
体
験
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月　

日（
日
）午
前　

１７

１０

時
〜
正
午（
雨
天
中
止
）

▽
会
場

○
市
立
竹
野
中
央
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
竹
野
町
須
谷
）

○
市
立
但
東
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
但
東
町
小
谷
）

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

▽
定
員　

各　

人
２０

▽
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

※
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
を
若
干
準
備
し

ま
す
。

▽
申
込
方
法　

参
加
希
望
会
場
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
電
話
で
の
申
込
み
不
可
）

　
　
　

－

０
０
０
７

ＦＡＸ
２６

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

toyocta＠
yahoo.co.jp

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
月
）

１１

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

事
務
局　

上
田
さ
ん

　

�
０
９
０－

５
１
６
４－

６
５
３
５

竹
野
・
但
東
地
域

硬
式
テ
ニ
ス
体
験
教
室

◆
カ
ー
リ
ー
の

　
　
　

ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
教
室

　

出
石
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
カ
ー
リ
ー
さ
ん
の
学

生
時
代
の
経
験
を
活
か
し
た
ジ
ャ

ン
プ
ロ
ー
プ（
縄
跳
び
）教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月
９
日
、　

日
、　

日

２３

３０

の
土
曜
日
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

　
（
１
時
間　

分
程
度
）

３０

▽
場
所　

市
民
体
育
館

▽
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

▽
申
込
期
限　

６
月
８
日（
金
）

▽
持
ち
物　

跳
縄
、
上
履
き

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
　
　

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

今
回
は
、
中
国
の
料
理
に
挑
戦

し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月　

日（
土
）午
前　

１６

１１

時
〜
（
２
時
間　

分
程
度
）

３０

▽
場
所　

八
条
公
民
館　

調
理
室

　
（
豊
岡
市
九
日
市
下
町
）

▽
参
加
費　

５
０
０
円　
　
　
　

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
（
金
）

１５

◆
フ
ェ
ア
ウ
エ
ル

　
　
　
　
　

パ
ー
テ
ィ
ー

　

今
年
の
夏
に
帰
国
予
定
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
皆
さ
ん
な
ど
と
の
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
日
本
語
教
室
修

了
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月　

日（
金
）午
後
６

２２

時　

分
〜　

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
活
動
室
Ｃ

▽
参
加
費　

無
料

※
持
ち
寄
り
パ
ー

テ
ィ
ー
で
す
。
何

か
１
品
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

不
要
で
す
。
直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
教
室
と
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
へ
の
参
加
は
、
会

員
登
録
が
必
要
で
、
年
会
費
は

１
、０
０
０
円
で
す
。
随
時
、入

会
で
き
ま
す
の
で
、
事
務
局
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教

室

教

室

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

�
・　
　

－

５
９
３
１

FAX
２４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　tia@
city.toyooka.hyogo.jp

※上記以外に、１０月ごろバスを利用した現地研修会を実施する予定です。
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杞
柳
細
工
は
、
豊
岡
を
中
心
に

但
馬
の
風
土
と
自
然
に
育
ま
れ
た

伝
統
あ
る
産
業
と
し
て
継
承
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
杞
柳
文
化
を
理
解
し
、
技

術
を
修
得
、
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
、
編
み
組
教
室
を
開
設
し
ま

す
。

▽
期
間　

６
月
〜
平
成　

年
３
月

２０

の
間
の
土
曜
日
、
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時
間
程
度（
年
間　

回
）

２０

▽
場
所　

㈱
玄
武
洞
観
光
別
館
和

室
（
豊
岡
市
赤
石
）

▽
対
象　

柳
の
栽
培
か
ら
編
み
組

技
術
の
修
得
ま
で
を
希
望
す
る

方
▽
定
員　

若
干
名

▽
参
加
費　

１
８
、０
０
０
円

　
（
材
料
代
は
別
途
必
要
で
す
）

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

１５

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
杞

柳
製
品
協
同
組
合

　

�　

－

３
８
２
１

２３
杞
柳
編
み
組
教
室

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
誘
い
合
わ
せ
参
加
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
み
は
、
各
教
室
開

始
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月　

日（
火
）午
後
２

１９

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農

村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

▽
内
容　

夏
の
玄

関
を
飾
る
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義

巳
さ
ん

▽
受
講
料　

２
、５
０
０
円（
材
料

費
を
含
む
）

▽
募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
期
限　

６
月
５
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
環
境
係

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室
2
0
0
7

　
　
　
　
　
　
（
６
月
講
座
）

◆水泳教室
内　　　　　　　容日　　　　　時教　室　名

水の中で遊ぶことから始めます。
６月２６日（火）～７月３１日（火）
毎週火曜日　午後４時～５時（６回）

水慣れクラス

浮いて、バタ足ができるようにします。
６月２７日（水）～８月１日（水）
毎週水曜日　午後４時～５時（６回）

初心者クラス

１３メートル泳ぐことを目標にします。
６月２８日（木）～８月２日（木）
毎週木曜日　午後４時～５時（６回）

初 級 ク ラ ス

今よりもっと長く、速く泳げるようにチャレンジします。
※２５メートル以上泳げる方が対象

６月２９日（金）～８月３日（金）
毎週金曜日　午後４時～５時（６回）

レベルアップ
ク ラ ス

２５メートル泳ぐことを目標にします。
６月３０日（土）～８月４日（土）
毎週土曜日　午後２時～３時（６回）

基 本 ク ラ ス

▽対象　小学生　　 ▽定員　各クラス１０人　　 ▽参加費　１人５００円

◆アクアエクササイズ (水の中での運動 )教室　
　～水中ウォーキング＆アクアビクス～
　　　ひざや関節への負担の少ない水中運動で、運動不足解消、ストレス発散！

内　　　　　　　容日　　　　　時教　室　名

初めての方を対象に、軽めのエクササイズ（運動量）
から始めます。

６月２６日（火）～８月７日（火）
毎週火曜日　午後２時～３時（７回）

初 級 ク ラ ス

運動量を多くして、引き締め効果を狙います。
６月２８日（木）～８月９日（木）
毎週木曜日　午後２時～３時（７回）

中 級 ク ラ ス

▽対象　どなたでも　　 ▽参加費　各クラス１人５００円

◆初心者テニス教室
日　　　　　時

６月１５日（金）～７月１３日（金）
毎週金曜日
　午前１０時～１１時３０分（６回）

▽場所　たけのこうえんテニス
　　　　コート

▽対象　どなたでも

▽参加費　１人５００円
※ラケットをお持ちでない方は、申
し込み時にお知らせください。

◆親子で体力づくり！わくわく教室
日　　　　　時

６月２６日（火）～８月２日（木）
毎週火・木曜日
　午前１０時～１１時

▽対象　就学前の児童とその親

▽参加費　親子で５００円
※運動のできる服装で、体育館
シューズを持参ください。

◆エアロビクス教室
　プールはちょっと苦手という方は、体育館
で運動不足解消、ストレス発散！

日　　　　　時教室名
６月２６日（火）～７月３１日（火）
毎週火曜日
　Ａ…午前１０時～１１時（６回）
　Ｂ…午後２時～３時（６回）

火曜日
クラス

６月３０日（土）～８月４日（土）
毎週土曜日　午前１０時～１１時（６回）

土曜日
クラス

▽対象　どなたでも

▽参加費　各クラス１人５００円
※飲み物、タオル、体育館シューズを持参ください。

竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

�
・　
　

－

１
８
０
５

FAX
４７
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▽
相
談
内
容

○
健
康
に
関
す
る
こ
と

○
健
康
診
断
書
の
発
行

○
各
種
検
査
…
可

能
な
項
目
は
問

診
、
血
圧
測
定
、

身
長
・
体
重
測

定
、
尿
検
査
、

胸
部
Ｘ
線
撮
影
、

心
電
図
、
視
力
・
聴
力
、
医
師

の
診
察
、
血
液
検
査
（
貧
血
・

血
中
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖
）

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

健
康
診
断
室（
豊
岡
市
幸
町
７
‐

　

豊
岡
総
合
庁
舎
）

１１

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

▽
予
約　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

事
前
に
、
電
話
等
で
予
約
く
だ

さ
い
。
予
約
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
３０

分
で
す
。

▽
定
員　
　

人
程
度

１５

▽
予
約
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福

祉
事
務
所
健
康
増
進
課

　

�　

－

３
６
６
０

２６

相

談

相

談

平
成　

年
度

１９

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

一
般
健
康
相
談

▽
日
時　

６
月　

日（
土
）午
後
１

１６

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階　

中

会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、

予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、

平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

司
法
書
士

法
律
相
談
委
員
会

　

�
０
７
９－

６
６
５－

８
０
２
５

　

平
成　

年
度
か
ら
、
母
子
家
庭

１９

の
母
を
対
象
に
、
母
子
家
庭
の
自

立
支
援
を
目
的
と
し
た
次
の
事
業

を
始
め
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
業
も
事
前
に
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
母
子
家
庭
自
立
支
援

　
　
　
　

教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

雇
用
保
険
に
も
同
様
の
制
度
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
そ

の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
母
子

家
庭
の
母
を
対
象
と
し
て
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
保
育
士
、
医
療

事
務
、
調
理
師
、
介
護
福
祉
士
な

ど
各
種
の
指
定
講
座
の
受
講
に
対

し
、
本
人
が
支
払
っ
た
費
用
の　
４０

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額
を
支

給
し
ま
す
。

◆
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　

促
進
費
支
給
事
業

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、

２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

業
し
、
そ
の
資
格
取
得
が
見
込
ま

れ
る
母
子
家
庭
の
母
に
対
し
て
訓

練
期
間
の
最
後
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
期
間
に
つ
い
て
、　

月
を

１２

上
限
と
し
て
訓
練
促
進
費
を
支
給

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
生
活
援

護
係

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
緑
税
を
活

用
し
た
「
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
が
作
成
す
る
緑
化
計
画
に

沿
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働

し
て
公
園
、
学
校
、
広
場
、
住
宅

地
や
空
き
地
な
ど
で
実
施
す
る
樹

木
を
中
心
と
し
た
緑
化
活
動
に
対

し
て
、
県
か
ら
苗
木
等
購
入
費
な

ど
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
地
域
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く

用
途
地
域
の
指
定
が

あ
る
区
域
や
緑
条
例

の
「
ま
ち
の
区
域
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
運
動

場
の
芝
生
化
な
ど
は
、
全
区
域
が

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
限　

６
月　

日（
金
）

２９

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
管

理
係

　

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度（
中
退
共

制
度
）は
、
中
小
企

業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
外
部
積
立
型

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

中
小
企
業
者
の
相
互
共
済
と
国

の
援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
し
、

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
の
増

進
と
、
企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

《
メ
リ
ッ
ト
》

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

で
す
。
適
格
年
金
資
産
を
全
額

移
換
で
き
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・
管
理
が
簡
単
で
す
。

・
掛
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

▽
問
合
せ　

中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部

　

�　

－

３
４
３
６－

０
１
５
１

０３

　
　
　

－

３
４
３
６－

０
４
０
０

ＦＡＸ
０３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://chutaikyo.

taisyokukin.go.jp

▽相談日

１２日・２６日１１月１１日・２５日６月

３日・１７日１２月９日・２３日７月

７日・２８日
Ｈ２０年
１月

６日・２０日８月

４日・１８日・２５日２月３日・１０日９月

３日・１０日・１７日３月１日・２２日１０月

※上記の相談日は、すべて月曜日です。

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

　

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

制

度

制

度

母
子
自
立
支
援
事
業

「
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
」

信
頼
さ
れ
る
企
業
に
は

退
職
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　

ー
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
ー
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市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
国

１７

の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度

を
利
用
し
て
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
」
や
玄

武
洞
公
園
の
園
路
整
備
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
地
区
（
約
６
９
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
）」を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
効
果
的
な
観

光
客
の
誘
客
お
よ
び
自
然
環
境
の

保
全
に
取
り
組
む
同
地
区
を
幅
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
事
業
内
容
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
主
な
変
更
内
容
》

・
誘
導
案
内
サ
イ
ン
計
画
の
変
更

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置　

な
ど

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
ま
た
は
都

市
整
備
課
都
市
管
理
係

　

現
在
、
日
本
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
が
増
え
、
年
間

１
、０
０
０
件
を
突
破
し
、予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

エ
イ
ズ
は
特
別
な
人
が
か
か
る

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で

悩
ま
な
い
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

１５

　

時　

分

１１

１５

▽
予
約　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

事
前
に
、
電
話
等
で
予
約
く
だ

さ
い
。
予
約
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
３０

分
で
す

▽
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即

日
検
査
）、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、

梅
毒

※
い
ず
れ
も
匿
名
で
検
査
し
ま
す
。

▽
料
金　

無
料

▽
予
約
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福

祉
事
務
所
健
康
増
進
課

　

�　

－

３
６
６
０

２６

　

歯
周
病
は
、
口
の
中
だ
け
で
な

く
全
身
の
健
康
に
も
害
を
与
え
る

病
気
で
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
で
食
べ
る
楽
し
み
の
あ
る
豊
か

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
願
い
、
歯
周
病
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

　

専
門
家
に
診
て
も
ら
い
、
口
の

中
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

２０

の
方

▽
内
容　

問
診
と
歯
科
医
師
に
よ

る
検
診
（
歯
や
歯
肉
の
検
査
、

口
腔
清
掃
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
）

▽
料
金　

５
０
０
円　

た
だ
し
、

　

歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世

７０帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
市

民
税
課
税
台
帳
閲
覧
の
同
意
書

が
必
要
）
は
無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

１５

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
保
健
指
導
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
�　

－

１
１
２
７
ま
た

２４

は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

◆
点
検
清
掃
商
法
に

　
　
　
　
　
　

注
意
く
だ
さ
い

　

清
掃
業
者
な
ど
が
個
人
宅
を
訪

問
し
、
あ
た
か
も
市
か
ら
依
頼
を

受
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
話
し
方

で
、
言
葉
巧
み
に
宅
地
内
の
排
水

管
な
ど
の
点
検
清
掃
を
持
ち
か
け

て
く
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

市
か
ら
業
者
に
、
個
人
所
有
の

施
設
の
点
検
清
掃
を
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
下
水
道
は

　
　
　

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙
や

油
類
、
固
形
物
を
流
す
と
、
下
水

管
が
詰
ま
っ
た
り
中
継
ポ
ン
プ
の

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
下
水
道
管
が
詰
ま
る
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
の
修
理

や
修
繕
時
に
は
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
、
下
水
道
を
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

《
下
水
道
に
流
し
て
は

　
　
　
　
　

い
け
な
い
も
の
》

・
揚
げ
物
の
残
り
油
（
サ
ラ
ダ
油

な
ど
）

・
調
理
の
く
ず
、

食
べ
残
し

・
水
に
溶
け
な
い

紙（
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
）

・
衛
生
用
品
（
生

理
用
品
、
紙
お

む
つ
な
ど
）

・
薬
品
類
、
灯
油
な
ど
油
類

▽
問
合
せ　

下
水
道
課

　

�　

－

１
８
０
１

２２

そ
の
他

そ
の
他

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

「
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
地
区
」都
市
再
生
計
画

整
備
の
変
更（
３
回
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
等
の
検
査

歯
周
病
検
診

　

〜
歯
か
ら
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
〜

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽検診会場および日時

会　　場受付時間月　日地域

豊岡市保健センター１３：３０～１４：３０７月２３日（月）豊岡

城崎健康福祉センター１３：００～１４：００７月３日（火）城崎

竹野健康福祉センター９：３０～１０：３０７月５日（木）竹野

日高健康福祉センター１３：３０～１４：３０７月１１日（水）日高

出石健康福祉センター１３：３０～１５：００８月８日（水）出石

但東健康福祉センター１３：００～１４：００７月４日（水）但東

油 
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ

い
て
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で
は
道

路
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
、　

年
度
中

１９

に
今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の

姿
を
示
す
中
期
的
な
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
国

土
交
通
省
と
協
力
し
て
、
今
後
の

道
路
施
策
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
お
よ

び
投
入
箱
は
、市
役
所
本
庁
、各
総

合
支
所
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

７
月　

日（
火
）ま
で

３１

▽
問
合
せ　

国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務

所
工
務
第
二
課

　

�　

－

３
１
２
６

２２

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

は
、
消
費
者
の
代
表
で

あ
る
と
同
時
に
、
消
費

者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

で
も
あ
り
ま
す
。
消
費

者
の
意
見
を
行
政
に
生
か
す
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
を
通

じ
て
得
た
知
識
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
啓
発
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
通
じ
て
の
意
見

や
疑
問
、
簡
単
な
相
談
は
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
や

小
売
価
格
調
査
な
ど
は
、
随
時
、

市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
「
く
ら

し
の
相
談
室
」

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
額
は
、
ゴ

ル
フ
場
の
規
模
、
利
用
料
金
等
を

基
準
と
し
て
、
１
人
１
日
当
た
り

３
０
０
円
〜
１
、２
０
０
円
と
な 

っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
収
入
額
の

　

分
の
７
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

10交
付
金
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
が
所
在

す
る
市
町
に
交
付
さ
れ
、
地
域
振

興
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
方
に
つ
い
て
は
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
出

書
等
の
提
出
と
該
当
す
る
旨
の
証

明
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

・　

歳
未
満
ま
た
は　

歳
以
上
の

18

70

方
・
障
害
者

・
国
民
体
育

大
会
に
参

加
す
る
選

手
（
同
大
会
の
ゴ
ル
フ
競
技
と

し
て
の
利
用
に
限
る
）

・
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
ゴ
ル

フ
を
行
う
学
生
、
生
徒
、
教
員

な
ど

▽
問
合
せ　

豊
岡
県
税
事
務
所

　

�　

－

３
６
３
１

26

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
ガ

ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
危
険
物
が
使
わ
れ
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断
が
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
全
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
、
家
族
全
員
が
危
険
物
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
適
切

な
取
扱
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
家
庭
で
は
、
火
災
は
も
ち
ろ

ん
、
灯
油
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
の
危

険
物
の
漏
れ
に
も
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
家
庭
内
で
の
危
険
物
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
注
意
！

○
危
険
物
保
管
の
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
所
に

置
く

・
高
温
に
な
る
場
所
に
置
か
な
い

・
容
器
の
ふ
た
は
確
実
に
閉
め
る

○
取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

・
車
両
へ
の
給
油
は
、
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
て
か
ら
行
う

・
屋
内
の
使
用
場
所
は
定
期
的
に

換
気
す
る

・
使
用
中
は
火
気
厳
禁

・
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
ほ
か
の
容
器

に
給
油
す
る
場
合
は
、
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
�　

－

８
０
３
６

２４

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は

県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源

で
す

道
路
整
備
の

中
期
計
画
作
成
に
向
け
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
く
だ
さ
い

豊
岡
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

危
険
物
安
全
週
間

６
月
３
日（
日
）〜
９
日（
土
）

〜
危
険
物　

目
指
せ
無
事
故
の

　
　
　
　

Ｍ
Ｖ
Ｐ
〜

小型ガス瞬間湯沸器を使用している皆さんへ

必ず換気をして、一酸化炭素中毒による
事故を防ぎましょう !!

　最近、換気不良による小型ガス瞬間湯沸器
での一酸化炭素中毒による死亡事故が発生し
ています。
　物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。
十分な換気をしなければ空気が不足し、一酸
化炭素が発生します。
　閉め切った４畳半で小型ガス瞬間湯沸器を
燃焼すると、約２０分で致死量の一酸化炭素が
部屋に充満することがあります。
　一酸化炭素は、無色無臭です。頭痛や吐き
気で異変に気づいた時には、手足がしびれて
動けず、手遅れになって死に至る場合もあり
ます。
　必ず換気をしてください。経済産業省から
のお願いです。
▽問合せ　兵庫県企画部防災企画局産業保安課
　　　　　�０７８－３４１－７７１１

▽消費生活モニターの皆さん（敬称略）
青木さと子 ・ 榎本美紀 ・ 岡本真由子
片桐益美 ・ 後藤真由美 ・ 佐久間玲子
笹本ひろ子 ・ 篠木一恵 ・ 平井順子
丸岡節子 ・ 村尾香織 ・ 若林みゆき

豊岡

岸本恵子 ・ 宮下亜子城崎

下地月美竹野

糸乗静代 ・ 岡田瑞穂日高

小仲満智子 ・ 野村和子出石

荒井泰史但東
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おはなし会
２３日（土）　午後２時３０分～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
主に幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで

本館

毎週月曜日・祝日午前９時～午後９時３０分城崎

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

竹野・日高
出石・但東

読み聞かせ講座を開講します
但東会場

９日（土）・７月７日（土）　午後２時～４時　全２回日　時
但東総合支所　大会議室（２階）場　所
８日（金）まで　※定員になり次第締切り申込み

日高会場
１７日（日）・７月１日（日）　午後２時～４時　全２回日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
１６日（土）まで　※定員になり次第締切り申込み

両会場共通
地域や学校などで読み聞かせ活動をされている方、
これから始めたい方、関心がある方など

対　象

橋本しげみさん講　師
３０人定　員
無料受講料

第３回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分１７日

（日）
日　時

〈中級〉午後３時～４時３０分
視聴覚講演室（２階）場　所

土曜としょかん
～雨の日にも楽しくね～

９日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）、工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・金魚のプレゼントカード（紙工作）内　容
２０人定　員
６月８日（金）まで申込み

おはなしのゆりかご
７日（木）　午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
７日・１４日・２１日・２８日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～

日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

6月の行事予定
市立図書館6月のカレンダー　　

土金木水火月日

21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

■■　は休館日です。　

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐３２２０

場　　所日　　時
高橋地区公民館２日（土）午前９時３０分～
合橋地区公民館９日（土）午前１１時～

えほんのじかん

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

お話しのこべや
９日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎地区公民館　和室場　所
主に幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜おはなしのへや
２３日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
主に幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

絵本からのおくりもの
９日（土）・２３日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
主に幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

６日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２３日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
主に幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会
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6月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時
第４土曜日のみ１１時３０分まで

日　時

子育て総合センター場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２３日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加もお待ちしています。

その他

子育て総合センター　　24-4604

新聞紙遊び

城崎子育てセンター　　32-4666

絵本の読み聞かせ
２８日（木）　午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児とその保護者　※定員２０組対　象

こどものからだ育ち講座　－食育のはなし－
２０日（水）　午前１０時～正午日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者　※定員２０組対　象
食育の話と親子クッキング内　容
栄養士　田中みゆきさん講　師
エプロン、手ふきタオル持ち物
１日（金）～１３日（水）募集期間

竹野子育てセンター　　47-2030
家族砂遊び

１６日（土）　午前１０時３０分～日　時
竹野浜（Ｂ＆Ｇ海洋センター下）場　所
就学前の乳幼児とその保護者　※定員３０組（１００人）対　象
砂浜でいろいろな遊びをします内　容
おもちゃのシャベル、バケツなど　※帽子を着用持ち物

日高子育てセンター　　42-4610
絵本の読み聞かせ

１５日（金）　午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象

子育てミニ講座
２９日（金）　午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象
保健師による講話「寝る子は育つ !?」内　容

出石子育てセンター　　52-6188
しつけとマナー講座

２５日（月）　午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子対　象
子どもの遊びや生活に関するしつけのポイントに
ついての話と遊び内　容

KID'Sいわき　ぱふ代表　岩城敏之さん講　師

但東子育てセンター　　54-1110

６日（水）　午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター（中央体育館）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
新聞紙を使ったいろいろな遊び内　容
上靴、２日分の新聞紙持ち物

祖父母座談会
１９日（火）　午前１０時～１１時３０分日　時
但東健康福祉センター　研修室場　所
孫のいる祖父母　※定員１５人（保育あり）対　象
孫育てについての情報交換、ワンポイントアドバイス内　容
臨床心理士　　賚　純雄さん進　行
１１日（月）まで募集期間

子育て支援リーダー研修会①　－製作遊び－
２７日（水）　午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て支援をしている方、保育士　※定員２５人対　象
親子で楽しめる製作遊びのいろいろ内　容
生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん講　師
１日（金）～２５日（月）募集期間

おやこふれあいたいむ
２５日（月）　午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居をみたりお手玉をします。内　容

母乳相談会
１１日（月）・１８日（月）　午後１時３０分～４時日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の保護者　※定員１０人対　象
授乳、卒乳、断乳、離乳食などについて３０分ずつの
個別相談

内　容

１日（金）～１０日（日）募集期間

なかよし広場
８日（金）　午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦さん対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

ほっとたいむ
４日（月）・２１日（木）　午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡や唱歌を聴いたり、一緒に歌う内　容
計測もします。その他

こどものからだ育ち講座　－食育の話－
７月４日（水）　午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　練習室場　所
子育て中の保護者　※定員２０名（保育は１５人まで）対　象
こどものごはんやおやつを考える内　容
栄養士　田中みゆきさん講　師
１８日（月）～７月２日（月）募集期間

子育て支援リーダー研修会②　－親子遊び－
７月９日（月）　午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て支援をしている方、保育士　※定員２５人対　象
親子遊びのいろいろ内　容
生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん講　師
１８日（月）～７月２日（月）募集期間
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
出石文化会館ひぼこホール

　�５２‐６２２２　ＦＡＸ５２－６３２２　（月・火曜日休館）
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４－０９５２　（火曜日休館）

■中野勘太郎一座
　　男の華『吉良の仁吉』
　ご存じ、中野勘太郎一座
十八番「吉良の仁吉」。吹
田靖彦、10 年ぶりの座長公
演で義理と人情を演じます。

７月８日（日）
　〈１回目〉
　　開演１３：００（開場１２：３０）
　〈２回目〉
　　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定　Ａ席１，５００円　Ｂ席１，０００円
　　　　　桟敷席（ペア）２，４００円
　　　　　（当日券は各５００円増）
◇発売開始日　友の会　発売中　一般　５月３０日（水）

（各プレイガイドでも購入できます）

■サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽を親しんでいた
だくために、交流サロンを利用して、
毎月１回程度コンサートを開催してい
ます。気軽にお立ち寄りください。

６月３０日（土）　開演１３：３０～
◇場　所　交流サロン
◇内　容　初夏のアコースティックライブ
◇出　演　 ＵＰ ‐ ｗａｒｄ 

アップ ワ ー ド

　　　　　Ｐｕｒｐｌｅ        　 Ｓｋｙ 
パ ー プ ル スカイ

◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

■サロン　ｄｅ    　『読みしばい』
ド

　　「おーい幾多郎」
　明治３６年の金沢を舞台に、世界
的哲学者・西田幾多郎の青年教師
時代を描く、心温まるヒューマン
ドラマ。９月に市民プラザの
「ほっとステージ」で上演する文
学座のお芝居に先駆け、ドラマ
リーディングの受講者たちが朗読
劇の発表公演を行います。

７月６日（金）　開演１８：３０～
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマリーディングの受講者たちによる

朗読劇の発表公演
◇入場料　無料

■コロッケ爆笑コンサート２００７
　ものまねでおなじみの「コ
ロッケ」が豊岡にやって来ます。
コロッケが、皆さんを笑いの渦
に、すっぽり包んでくれます。
とにかく、笑・笑・笑のコンサー
トです。ぜひ、皆さんでお楽し
みください。

７月１日（日）
〈１回目〉開演１４：３０（開場１４：００）
〈２回目〉開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定　５，０００円
　　　　　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

７月２７日（金）　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定　Ｓ席　６，０００円　Ａ席　５，０００円
　　　　　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

　バレエでも有名な曲目を集め、どな
たにでも楽しんでいただける内容で
す。満足感いっぱいで楽しい夏を彩る
贅沢なコンサートです。

■レニングラード国立バレエ

７月１１日（水）　開演１９：００（開場１８：３０）
◇入場料　全席自由　大人１，５００円　中学生以下１，０００円
　　　　　親子２，０００円（当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

　中国伝統の技が繰り広げ
られる、見事なコンサート
です。ぜひ、皆さんでお楽し
みください。

■スペシャルチャイニーズアクロバット
　雑技・京劇・川劇 『龍』DRAGON
【豊岡市民会館友の会共催事業・会員招待 (無料 )】

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
　�２４‐３０００　ＦＡＸ２４－３００４　（火曜日休館）
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月の主な行事 

平成１９年 

6
JUNE

●人権の日（金）１
●家族運動会（９：３０～竹野子育てセンター）
●第８回　城崎温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつり
 （１２：３０～城崎温泉街）
●ひょうごヘリテージまつり　ｉｎ　たじま～但馬の近
　代遺産を訪ねて～（１３：００～豊岡市民プラザ）

●植村直己冒険賞授賞式（１３：３０～日高文化体育館）
●須の谷村の風まつり（～４日、竹野町須野谷）

（土）２

●ジュニアタウンミーティング～こどもたちの声
　が未来の豊岡を創る～（１３：００～じばさん但馬）
●ケーナ・コンサート「フォルクローレの世界」
 （１４：００～豊岡市民プラザ）
●鼻かけ地蔵尊祭（９：４５～城崎町楽々浦）
●危険物安全週間～危険物

　　目指せ無事故のＭＶＰ～（～９日）

（日）３

●ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）（月）４
（火）５

●新聞紙遊び（１０：００～但東子育てセンター）（水）６
●平成１９年度　改正税法説明会
 （１３：３０～じばさん但馬）

（木）７

●なかよし広場（９：３０～子育て総合センター）
●第１９回　大学等就職面接相談会「セレクション 
　イン　たじま」（１３：００～日高町土居　ホテル幸祥）
●兵庫県高等学校総合体育大会

ソフトボール競技（～１０日、但馬ドーム）

（金）８

●国際ソロプチミスト但馬　第５回ユース・
　フォーラム（１３：００～豊岡市民プラザ）

●「カーリーのジャンプロープ教室」
（１３：３０～市民体育館）

（土）９

●第１５回　ＯＮＥらいふフェスティバル
 （１０：００～じばさん但馬）

●豊岡コウノトリカップテニス大会
 （神美台テニスコート）

（日）１０

●母乳相談会（１３：３０～子育て総合センター）（月）１１
（火）１２
（水）１３
（木）１４

●絵本の読み聞かせ
（１０：３０～日高総合支所３階　きっずらんど）

（金）１５

●家族砂遊び（１０：３０～竹野子育てセンター）
●「インターナショナルクッキング教室」
（１１：００～豊岡市九日市下町　八条公民館）

（土）１６

●司法書士による無料法律相談会
 （１３：００～市民会館）

（土）１６

●竹野・但東地域硬式テニス体験教室
（１０：００～市立竹野中央公園テニスコート、
 市立但東スポーツ公園テニスコート）
●片間ふれあい農園オープン（～７月８日、出石町片間）

（日）１７

●母乳相談会（１３：３０～子育て総合センター）（月）１８
●祖父母座談会（１０：００～但東健康福祉センター）
●たじま花と緑の教室２００７

（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）１９

●こどものからだ育ち講座
（１０：００～城崎子育てセンター）

（水）２０

●ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）（木）２１
●「フェアウエルパーティー」

（１８：３０～豊岡市民プラザ）
（金）２２

●どようファミリー広場（１０：３０～子育て総合センター）
●「カーリーのジャンプロープ教室」

（１３：３０～市民体育館）
●但馬国府・国分寺館　講演会「あの世の考古学」

（１３：３０～但馬国府・国分寺館）

（土）２３

●片間ラベンダーまつり
（１０：００～出石町片間　ふれあい農園）

●平成１９年度　ヒューマンサロン　イン　豊岡
　－名画鑑賞－「わらびのこう～蕨野行～」

（１４：００～、１９：００～市民会館）
●奥赤あじさいまつり（但東町奥赤）

（日）２４

●しつけとマナー講座（１０：００～出石子育てセンター）
●おやこふれあいたいむ

（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２５

（火）２６
●子育て支援リーダー研修会①

（１３：３０～子育て総合センター）
（水）２７

●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）（木）２８
●子育てミニ講話「寝る子は育つ？」
（１０：３０～日高総合支所３階　きっずらんど）（金）２９

●豊岡市子育てセンターまつり
（１０：００～総合体育館）

●「カーリーのジャンプロープ教室」
（１３：３０～市民体育館）

●サロンコンサート（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（土）３０

平成１９年５月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,407 

43,808 

47,599 

31,823

（＋32人） 

（－19人） 

（＋51人） 

  （＋110世帯） 
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２２ 

福住 地区 
（出石） 

ふく すみ 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介します。 

目坂 

辻 

船谷 

内町 

大谷 
野垣 

福成寺 

口岩井 

奥岩井 

吉井 

宮井 

庄 

国分寺 

福住 

坪口 

奥山 

和屋 

榎見 
百合 

上野 

中村 

鍛冶屋 

出石トンネル 出石トンネル 

香美町 

竹野 

日高 

豊岡 

福住地区 福住地区 

養父市 

朝来市 

426

出石 

西床尾山 
▲８４３ 

528

10

城崎総合支所 

豊岡市役所 

日高総合支所 

城崎大会議館 城崎 
温泉 

公立日高病院 

奈佐森林公園 

白藤神社の大モミ 

法如上人巡教碑 

野垣の木造十一面観音像 

奈佐小学校 

奈佐地区公民館 

豊岡清掃 
センター 

麦
わ
ら
細
工
伝
承
館 

文
芸
館 

大石りく 
遺髪塚 

国府桜づつみ 
公園（桜） 

公立出石病院 
出石多目的屋内運動場 

出石総合スポーツセンター 

福住地区公民館 出石Ｂ＆Ｇ海洋センター 

出石健康福祉センター 

出石温泉館「乙女の湯」 

公立出石病院 
出石多目的屋内運動場 

出石総合スポーツセンター 

福住地区公民館 出石Ｂ＆Ｇ海洋センター 

福住小学校 

出石健康福祉センター 

出石温泉館「乙女の湯」 

斎藤隆夫記念館 静思堂 斎藤隆夫記念館 静思堂 

夢みせ地蔵 

愛宕の火祭り 愛宕の火祭り 

まぼろしの滝 

コウノトリ但馬空港 

●地区のいわれ
　福住地区は、福が住むような村でありたいと
命名された福住村から由来しているといわれて
います。同地区は、出石地域の南側に位置し、
西床尾山のふもと、奥山川や出石川などが流れ、
自然に囲まれた地域です。また、地区内には、
出石地域の医療・福祉・スポーツ施設や温泉施
設があり、地域住民が集い、にぎわっています。

●主な公共施設
・福住小学校・福住地区公民館
・出石健康福祉センター・公立出石病院
・出石Ｂ＆Ｇ海洋センター
・出石総合スポーツセンター
・出石多目的屋内運動場・出石温泉館「乙女の湯」

豊岡市 

▲斎藤隆夫記念館「静思堂」
　出石町中村出身で軍国主義に屈し
なかった「憲政の神様」と呼ばれる
政治家　斎藤隆夫の記念館です。こ
の建物は斎藤隆夫顕彰会により、昭
和５８年、訪れる方々が静かに思いを
めぐらせる空間として建てられまし
た。

▲まぼろしの滝
　奥山地区の椿谷には「まぼろしの
滝」と呼ばれる滝があります。滝の
高さは約１３メートルで、まさに秘境
といえる景観の滝です。

▼出石温泉館「乙女の湯」
　切妻屋根の建物で、茶色の外壁が
特徴のまさに城下町出石らしい温泉
館です。広めの和風庭園の中に露天
風呂があり、四季折々の眺めも風情
たっぷりです。温泉はなめらかな肌
触りと保温性の高さが自慢の美人の
湯です。

▲愛宕の火祭り
　中村地区の 七  年  山 中腹 ( 伊福部神社

しち ねん ざん

境内 )には、愛宕神社があります。同
神社では毎年８月２４日ごろに、小麦
わらを荒縄で束ね、それに火をつけ
て頭上で回し、厄除けや無病息災な
どを願う火振りが行われます。

▲夢みせ地蔵
　和屋地区の地蔵寺には、夢みせ地蔵と呼ばれる
地蔵があります。この地蔵は約１０センチの小さな
木彫りで、山の中に置いてあるから迎えに来てほ
しいと人に夢みせをし、実際に探してみると本当
に小さな地蔵があったとのいわれがあります。

福住地区
●行政区数　　９区
●人口　　１，６２４人
　男性　　　７９７人
　女性　　　８２７人
●世帯数　　　５０７世帯
（平成１９年５月１日現在）

●行政区
　・ 鍛  冶  屋 　・ 福  住 

か じ や ふく すみ

　・ 中  村 　　・ 坪  口 
なか むら つぼ ぐち

　・ 榎  見 　　・ 和  屋 
よの み わ や

　・ 奥  山 　　・ 百  合 
おく やま ゆ り

　・ 上  野 
うえ の


